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女性リーダーに聞く！
これからのフィットネス業界の発展

2024年12月19日（木）、10：30～12：00　会場：マリンメッセ福岡

　フィットネス産業はコロナ前までは多くの会社が順調に成長を続けてきた業界だった。立地の優位性、施設
の優位性、業態の特徴性などそれぞれをカバーしていけば事業として成立し収益をあげてきた。しかし、コロ
ナ禍を経て会員数の減少（コロナ前）から未だ回復できていない会社も一定の割合で存在する。立地の優
位性・施設の優位性だけでは人口減少という課題を抱える中、いまのままでは会員数の回復はもとより、成長
は極めて難しいと言えるだろう。
　これからのフィッネス業界がより多くの生活者に活用されるようになるためには、お客様の潜在的なニーズ
をより丁寧に掘り起こし、サービスとして現場にて提供されていくことが非常に重要な要件になり、事業領域
の拡大、ニーズの掘り起こしが求められている。
　そのためには多様な経験や専門性、価値観を取り込み、具現化するプロセスが鍵となる。そこで本セミナ
ーでは、それぞれ異なったキャリアを積み上げながらフィットネス産業を牽引されてきた女性リーダーの皆様に
ご登壇いただき、これからのフィットネス業界の発展について、女性の活躍のあり方にもスポットあてながら新
たなイノベーションの在り方を考えてみたい。

《パネリスト》

鈴木 有加里氏	（株）ルネサンス　執行役員　
	  アクティブエイジング部　部長
本橋 恵美氏	 （株）E.M.I.　代表取締役／
	 （一社）Educate Movement Institute　代表理事
森山 暎子氏	 （株）スタディオパラディソ　代表取締役　
	 （一社） 10分ランチフィットネス協会　代表理事

《ファシリテーター》

佐々木 剛氏　TSO International（株）  代表取締役社長

SPORTEC  in 福岡　FIAセミナー●2

左から本橋氏、森山氏、鈴木氏、
佐々木氏、松村剛 FIA事務局長
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それぞれの事業紹介

●鈴木 有加里氏
鈴木　ただいまご紹介に預かりました

ルネサンスの鈴木有加里と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。私

は、ルネサンスに入社し、フィットネ

スのトレーナー、そして支配人を経験

していく中、母が脳卒中で倒れ片麻痺

になってしまうという出来事に直面い

たしました。以降、母のリハビリを共

に行いながら、自分自身で特に機能改

善というところに注力しながら勉強を

進めてまいりました。

　その中で、リハビリによる機能改善、

そして発症する前の予防することの大

切さをあらためて痛感し、その後、本

社に来てから“介護予防プロジェク

ト”を立ち上げ、地域の皆様の介護予

防事業を展開してまいりました。それ

によって、いまでは全国のルネサンス

の店舗において、地域住民の皆様の健

康づくりが次第に広がっている状況で

ございます。そして、12年前、その

介護予防の領域からさらに一歩進んだ、

介護が必要な方々に向けてルネサンス

が何かできないかということで、今度

は介護事業を立ち上げ、現在全国にリ

ハビリ特化型のデイサービス『元氣ジ

ム』を中心に展開をさせていただいて

おります。

　ルネサンスは「生きがい創造企業」

を理念として、スポーツクラブを中心

に成長してまいりました。そして、い

までは自治体や企業様と連携した運動

施設、さらにこのリハビリ施設を含め、

全国及びベトナムの280を超える拠点

において皆様の健康づくりのお手伝い

をさせていただいております。

　さて、この中で現在、私が取り組ん

でいる事業をご紹介しますと、リハビ

リ特化型のデイサービス“元氣ジム”

というブランドで、直営・フランチャ

イズを含め35店舗、 そして脳卒中特

化型のデイサービス『リハビリセンタ

佐々木　皆さん、おはようございます。

本日は「女性リーダーに聞く！　これ

からのフィットネス業界の発展」とい

うテーマで、3名の方々にお越しいた

だきました。皆様には事前に様々な質

問を用意させていただいております。

今日は、それをより深掘りするかたち

でこのパネルディスカッションをスタ

ートできればと思っております。

　私は、2011年のスポルテックの立

ち上げからずっと本事業に関わらせて

いただいておりますが、いまコロナ禍

を経てトレンドというものが大きく様

変わりしてきています。では、こうい

った状況においては、果たしてどうい

ったことがポイントとなり、皆様のビ

ジネスにお役に立てるのか。あるいは

また少子高齢化の中でどのようなビジ

ネスモデルを考えていく必要があるの

か。こういったところの発見ができる

セミナーになればと考えております。

　では、さっそくパネリストの方々を

ご紹介したいと思います。まず鈴木有

加里様。ルネサンスの執行役員として

“元氣ジム”の運営をされております。

立ち上げからいまでは40店舗以上と

なるこの“元氣ジム”を中核事業に成

長をさせられた中心人物でございます。

お2人目が本橋恵美様です。ヨガ、ピ

ラティスの指導者であり、コンディシ

ョニングのプロフェッショナルとして

も非常にご高名な方でいらっしゃいま

す。そして最後、森山暎子様。この地

元福岡で地域密着型の指導者育成、そ

して地域の健康を支援するといった事

業に長年にわたって携わられておりま

す。

　今日はぜひそれぞれのお立場から

様々なご提言をいただければと思って

おります。

　それではまず、それぞれの方から自

己紹介並びに事業のご紹介をお願いで

きればと思います。初めに鈴木様から

よろしくお願いいたします。

ー』やご自宅に訪問させていただく

『訪問看護のリハビリステーショ

ン』、 さらに障がいのあるお子様向

けの放課後等デイサービス『元氣

Jr.』というブランドの３業態を含む、

計45施設を展開しております。

　また、今後の長寿社会の中で心配に

なるのが認知症の方々です。そこで、

ルネサンスではこれを発症する前の対

策を含め、認知機能低下予防のメソッ

ド『シナプソロジー』を当社のオリジ

ナルとして開発させていただいており

ます。このシナプソロジーは“元氣ジ

ム”でもウォーミングアップで活用し

ていますが、社内だけではなく、現在

では他社様、270を超える事業所でご

活用いただいております。最近ではオ

ンラインでこのサービスをお届けする

こともできるようになっており、多く

の皆様に喜んでいただいています。

　一方、国内では2人に1人はがんを

罹患するという時代になっております。

がんというのは入院期間中しか医療保

険が適用されず、退院後、体力の回復

や体の不具合をまだ抱えられている
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ただいています。この中で当社の大き

な柱となっているのは、ヨガ、ピラテ

ィスの養成コースとスポーツ医学アカ

デミーというドクターから医療知識を

学ぶオンライン講座です。 

　いま医療の分野においてはピラティ

スが注目されており、運動療法として

医療の中にこれを導入するといったテ

ーマで講演やセミナーに呼ばれる機会

がこの5年間で非常に多くなりました。

また、企業様の健康指導等の研修、そ

してプログラムの開発を委託されるこ

とも非常に多く、新しく事業を始めら

れる方に向けたピラティスのプログラ

ムの提供であったり、アドバイザーを

務めるなどのお仕事もしています。

　一方、自身の学びを深めていくため、

現在研究者を目指して大学院に通って

いるところで、実はちょうど論文提出

間際で寝不足が続いています（笑）。

また、執筆活動も精力的に行っており、

医学書、特に整形外科分野において教

科書となる本の中に、運動療法として

いまピラティスやヨガが注目され、そ

の理由はこうで、こういう方法である

といった内容を紹介する機会も多くな

っています。 

　では、どうしてこういった道のりを

歩むことになったのか、少し私自身の

ことを振り返ってみたいと思います。

私は元々1997年にデビューしたエア

ロビクスのインストラクターでした。

その後、2003年にピラティスに出合

ったのですが、当時はまだ日本でその

資格を取得することができなかったの

で、ロンドンとニューヨークを中心に

“武者修行”に出向きます。一方、ヨ

ガのブームもきていたので、05年か

らヨガも同時に勉強し始めました。す

ると、そのときになって初めて、エア

ロビクスインストラクターのときには

私にはまったくかかわりのないと思っ

ていた体の機能解剖について学ぶきっ

かけが出てきました。

　同時に、その頃からアスリートから

方々も数多くいらっしゃる中、当社で

は大阪国際がんセンター内の患者交流

棟にルネサンス運動支援センターを開

設し、がんに罹患された方、退院後の

リハビリサービスを提供をさせていた

だいております。

　また、最近では大阪国際がんセンター

の入院患者の皆様にも健康教室を病院

内で実施させていただいたり、また大阪

国際がんセンターの先生方と共に『がん

専門運動指導士』の養成事業も行って

おり、この資格を持った方々を社外、そ

して社内のスポーツクラブにも配置を進

めている状況でございます。

　私たちは、こういった体に少し不具

合を抱えていたりお困り事を持ってい

らっしゃる方、そういった方々を支え

るサービスを展開しながら、人が持つ

可能性を広げるお手伝いをこれからも

進めてまいりたいと思っております。

本日はどうぞよろしくお願いいたしま

す。

佐々木　鈴木様、ありがとうございま

した。 続きまして、本橋様にご自身

のご経歴並びに事業紹介をお願いでき

ればと思います。

●本橋 恵美氏
本橋　皆さん、おはようございます。

本橋恵美と申します。本日はどうぞよ

ろしくお願いいたします。いま、鈴木

さんのお話を聞いていて、あまりにも

規模が大きく、その後にお話しする私

としてはちょっと気恥ずかしくなって

しまいます。なんといっても社員は私

1人ですから（笑）。会社としては、

株式会社E.M.I.、それから一般社団法

人Educate Movement Instituteという

非営利法人を運営しており、スタッフ

はすべて業務委託でお願いしていると

いうかたちとなります。

　事業としては、大きく分けて人材育

成と講演を２軸とし、研修という意味

での教育にかかわるお仕事もさせてい

のオファーが次第に多くなり、特に野

球、ラグビー、さらにプロゴルファー

の松山英樹選手のツアーにも帯同させ

ていただくなど、アスリートを中心に

コンディショニング指導に取り組んで

いました。そんなときに『スポーツに

効く体幹トレーニング』という、中身

はピラティスなのですが、人生初の書

籍も出版させていただく機会を得たり

もしました。「体幹」をテーマとした

本がまだなかった時期だったので、そ

れを機に様々な方面から「体幹セミナ

ー」をしてくださいというオファーが

多くなったのもこの頃です。 

　そんな中、医療従事者の方もセミナ

ーに訪れることも少なくなく、したが

って、 基本的な解剖学をより深めな

くてはいけないという危機感から、独

学で勉強し始めます。加えて、「ピラ

ティス、ヨガの資格認定をしてくださ

い」という声もすごく多くなり、先に

紹介した非営利法人をスタートしてい

きます。

　会社の理念は、「学ばざるものを教

えるべからず」。この業界は資格を取
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ゃっています。

　以上のように、学会で発表したり、

メディアで取り上げられる機会が増え

たことによって、養成コースには医療

従事者からのお申し込みが非常に多く

なってきました。これには、もう一つ

理由があって、厚生労働省の助成金制

度（事業展開等リスキリング支援制

度）によって、養成コース代金の75

％が助成され、事業主の負担が25％

のみで済むことも、大きな後方支援と

なっています。

　一方で、こうした背景なども踏まえ、

養成コースからさらに一歩前進したオ

ンラインによる『スポーツ医学アカデ

ミー』という取り組みも主宰している

ところです。その意図としては、やは

りヨガとピラティスのインストラクタ

ーの医療関連の知識レベルがまだまだ

低いという現状を打破したかったから

です。これは、私自身も含めてなので

すが、たとえ資格を取得して動きを教

えることができるようになっても、例

えばお客様からは、「脊柱間狭窄症で

腰が痛いんです」とか「肩が上がらな

いんですけど、どうしたらいいです

か？」などの機能不全を訴える方がた

くさんいらっしゃるのですが、そうし

たときのインストラクターの回答はお

およそ決まっていて、「じゃ、痛みが

ない範囲でやってくださいね」なので

す。もちろんその通りなのですが、厳

しい言い方をすれば、そういう残念な

回答しかできない業界であるというこ

となのです。

　このままではいつまで経っても私た

ちの評価は据え置いたまま。そこでそ

こからの脱却を目指し、日本を代表す

る7名のドクター、私は“七福神”と

呼んでいるんですが（笑）、体の各部

位、肩、膝、腰、股関節、脊椎など、

それぞれの専門のドクターたちから、

障害について1ヵ月に一度、例えば今

回はヘルニアの講義、次回は膝の変形

症の講義などについて、ヨガ、ピラテ

ったらその後、勉強する人と勉強しな

い人とに大きく分かれると感じていま

す。私は、指導者を名乗る以上は現状

に甘んじることなく、ずっと勉強し続

けなければならないという信念で取り

組んでいます。そうでなければ、人の

体を見てはいけないという自身に対す

る戒めもあって、この理念を掲げてい

ます。

　現在、私は医療の分野に大きく足を

踏み入れていますが、では、どうして

医療と関わり合いを持つようになった

かといえば、数多くのドクターたちと

の出会いによります。そのご縁によっ

て、医療関連の学会にも足を運ぶよう

になるのですが、そこで話される用語

がまったく理解できず、またトレーナ

ーと医療従事者との共通の認識も何も

なく……。したがって、まずは医療用

語から慣れていかなければならないと

思い、より積極的に学会に足を運ぶよ

うになりました。そんな中、2016年

に医学関連のメジャーな雑誌の中でピ

ラティスを取り上げていただく機会が

あったのですが、このときに医療業界

はすごくざわついたんですね。「ピラ

ティスってなんだろう？」って。ちな

みに、その頃が医療業界におけるピラ

ティスの第一ブームで、そして現在は

第二ブームが訪れているところです。

　また2018年には国際学会などにお

いても、ヨガ、ピラティスがリハビリ

テーションとして有効であるというお

話しをさせていただくようになると、

ドクターとトレーナーとがコラボする

機会も徐々に増えてくるようになりま

した。それによって、先に述べたよう

に整形外科関連の書籍の中にそれらの

メソッドを紹介させていただく機会が

増え、私自身も積極的にご協力させて

いただいているところです。実はドク

ターたちも、「我々ができるのは投薬

とブロック注射、そして手術だけで、

実はできることは少ない。運動療法こ

そが一番だ」と、口をそろえておっし

ィスインストラクターや理学療法士を

対象とした講義を行っていただこうと、

ちょうどコロナ禍においてスタートし、

いま4期目になります。

　このようにフィットネス業界と医療

業界とが歩み寄ることによって、互い

の共通点を見つけてコラボしていくこ

とができれば全体の底上げにもなる。

フィットネス業界だけではなく、医療

業界もピラティスやヨガといった有効

な運動療法についてまだまだ知らない

方は少なくありません。したがって、

両者の縁をより強固に結ぶ役割を果た

し、共に歩んでいくことが私の大きな

目標です。

　そこで現在は、 このヨガとピラテ

ィスがなぜいいのか。ただ単に論文か

ら持ってくるだけではなく、やはり自

分自身が研究をした上でその素晴らし

さを立証し、より説得力のある講演だ

ったり執筆をしたいという思いが強く

なってきたので、 昨年から徳島大学

大学院に進み、脊椎外科医のトップの

先生の下で学びを深めているところで

す。

　すると、大学や病院から「ぜひ、共

同研究をしましょう」というお声がけ

をたくさんいただくようになり、大阪

大学をはじめとする先生方とともに、

ヨガとピラティスの研究を同時進行し

ている状況でもあります。

　今後は、ヨガとピラティスがリハビ

リテーションとして患者さんに必ず役

立つ時代になっていく。あるいは病院

に来る前の一次予防としても両メソッ

ドの素晴らしさを説得力をもって提唱

し、活用していくことをさらに推し進

めていきたい、と。そのためにも、ま

ずはヨガ、ピラティスインストラクタ

ーのレベル向上を目的とし、しっかり

と地に足を着けつつ活動していきたい

と思っています。

佐々木　本橋様、ありがとうございま

した。また後ほど深掘りさせていただ

2025年（令和7年）4月14日
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い、「何だ、これは！」と。人生最大

といっても過言ではないほどの衝撃を

受けました。当時の日本はアメリカを

追随していたので、きっと日本にもこ

うした運動が必要な時代になるのでは

ないかと、まさに直感だけで、「やり

たい！」という思いが募ってその勢い

のままこの道に突き進んでまいりまし

た（笑）。

　ただ、そのうちにレッスンが増える

のはありがたいけれど、このままでは

体を壊してしまうのではないかという

体験を味わうことになったのです。一

方で、私の母が博多保健所において、

福岡大で研究されている被験者のお手

伝いをしていたのですが、そちらのほ

うは高齢者の方々がゆる～い運動によ

って、血圧を整えたり、痩せられるん

だよね～という話を聞く……。えっ？

　待って、クーパー先生の言っている

ことと母が体験していることとまった

く結びつかないとなって、アメリカに

渡って本家本元を見てみようと、また

また直観で行動します。日本で初めて

AFAAという資格を取れたのも、実は

向こうの指導者は一体、どういった勉

強をしているんだろうというのがただ

ただ知りたくて、試験を受けたという

だけだったのです。 

　そして、さらにいろいろ本を読んで

みたところ、福岡が生んだ本草学者、

貝原益軒先生の養生訓の中に「丹田」

という言葉が出てきて、それを意識し

た体の使い方をするとどうなるんだろ

うということをきっかけに、自身の

様々な体験などからオリジナルのプロ

グラムをつくっていきたいという衝動

にかられ、パラディソというスタジオ

をオープンするに至りました。

　ところが、オープンしたその日に、

福岡大の先生から、「暎ちゃん大丈

夫？」と。「これからスポーツクラブ

からどんどんできるよ」と出ばなをく

じかれるようなことを言われてしまい

（笑）。それでも、2000万の借金を

ければと思います。最後に、森山様、

お願いいたします。

●森山 暎子氏
森山　あらためまして、こんにちは。

森山暎子と申します。福岡市生まれの

福岡市育ちです。どうぞよろしくお願

いします。お2人のお話に思わず聞き

入ってしまって、次、私の番だと思っ

てドキドキしております（笑）。 

　私は、これまで直感と経験だけを頼

りに今日まで生きてまいりました

（笑）。そんな中で、私に影響を与え

たのは人と本と旅だったと思っていま

す。そして、その様々な出会いの中で、

私も本橋さん同様、エアロビックダン

スからこの業界に入ってまいりました。

しかも、その黎明期から頃からですか

ら、もう約42年間にわたって関わっ

ていることになります。

　私は、大学では日本の中世史を専攻

しており、卒業後はなんとなく学校の

先生にという思いが頭の片隅にありま

した。ところが、ケネス・クーパー先

生の『エアロビクス』という本に出合

背負ってしまったからには何とかしな

ければいけないなということで、まず

は指導者育成をやっていこう、と。同

時に、オリジナルのプログラムの開発

にもより一層努めてまいりました。

　その間には、ランチェスター戦略—

—すなわち「強者」と「弱者」の戦略

を適切に活用することを学べば、それ

まで以上に成長させられるという可能

性を知り、私の思考や行動も徐々に変

わっていきました。一方で、48歳の

頃、運動のプログラムはたくさん開発

され、素晴らしい先生方もたくさんい

らっしゃるにもかかわらず、運動実践

者は3～４％からなかなか上がらない

という現状もあり、どうすれば運動実

践者は増えるんだろうと考え、悩み続

けました。私もスタジオを経営してい

るので、当然お客様にお越しいただか

なければ経営は成り立ちません。

　そこであらためてその仕組みについ

て勉強したいと思い、48歳で九州大

学大学院に進み、“ユーザー感性”と

いう学問を専攻しました。ユーザー感

性とは、専門知の動員・越境・融合の

３つのプロセスにおける方法論を身に

付け、それらを柔軟に駆使しながら総

合知の活用を目指すものです。そして、

修士論文のテーマをどうしようかと思

ったときに、たまたま福岡市の市役所

の方から、「勤労者の 運動実践率を

増やしたいけれど、なにかいいアイデ

アはないか？」という相談を受け、当

時の体験から再思考し生まれたのが

“10分ランチフィットネス”でした。

結局、企業フィットネスに取り組み、

いくら法人チケットやインストラクタ

ー出前レッスンを提供しても特定の運

動愛好者の利用か、長続きしないまま

フェードアウトしてしまうのが、お決

まりのパターン。その永遠の課題を解

消するためには、短い10分間の運動

をまちの公開空地で行うのでいいので

はないかという発想です。

　そこで、8000人からデータとアン

2025年（令和7年）4月14日

森山 暎子氏
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医科大、福岡大、また企業の協力も得

た協働研究の結果、職場のコミュニケ

ーション、身体活動量、座位時間の減

少、睡眠の質、肥満の抑制、生産性の

向上が見られました。

　今後の取り組みとしては、０次予防

という観点で動いているところです。

ある程度の方たちは 運動やったほう

がいいと思っているし、食事も気を付

けたほうがいいと思っています。皆さ

んはどうですか？ 　そんなにがむし

ゃらに頑張る必要はありません。その

場にいたら、なんとなく笑顔になる、

朗らかになる、運動をやってみようか

なって気持ちになる。そういう場をつ

くっていきたい。つまり環境づくり、

これが０次予防という考え方 です。

　そして現在では、その輪をさらにさ

らに広げていきたいと思っており、そ

のための1つの方策が4月もしくは5月

に予定している出版と、“10分ラン

チフィットネス”の協業パートナーを

探し求めていくということ。そのため

にも多くの方々との出会いを大切にし

たい。それによって思いがけないアイ

デアが生まれたりするものです。ご興

味のある方がいらっしゃれば、これを

機会にぜひよろしくお願いいたします。

佐々木　森山様、ありがとうございま

した。お話しの内容は三者三様ですが、

お三方に共通しているのは、いずれも

モチベーションの高さであると感じま

した。では、それぞれお話しいただい

たことを受けて、いろいろご質問させ

ていただければと思います。

　まず、お一人ずつ、現在のキャリア

をおつくりになっていかれた過程にお

いて、その源泉となったものはなにか、

また今後のキャリア形成についてどの

ようにお考えになっていらっしゃるの

かお聞かせいただければと思います。

まず本橋様からお願いできますでしょ

うか。

ケートを取って、確かな手ごたえを感

じ る と と も に 、 そ の 上 で さ ら に

「active rest」の考え方を取り入れた

りなど、プログラムの精度を上げてつ

くり上げてきたのが“10分ランチフ

ィットネス”だったというわけです。

　私たちは、「チャーミングな地域社

会の創造に貢献」という理念を掲げて

取り組んでいます。ターゲットは、運

動に苦手意識がある方々です。私は、

運動が大好きだったのですが、ある時、

部活の指導者に理不尽なことをくり返

されてしまったので、もう運動はこり

ごりと思ってそれ以降、遠ざかってし

まいました。そこで、運動に苦手意識

がある人たちや、私のように運動に嫌

悪感を抱いてしまったという人たちに

対して、あらためて「運動って楽しい

よ」って心から伝えられたらと思って

います。

　いまは私自身がエアロビックダンス

に出会った40数年前とは違って、心

の中ではなんとなく「運動はやった方

がいいよね」って思っている人たちは

たくさんいる。 だけど、なかなかそ

のチャンスが得られていないという方

たちをターゲットにしています。

　私たちが提供するコンテンツは２つ

あって、“10分ランチフィットネ

ス”と“パラディソ体操”です。共に

エロビックダンスがベースなのですが、

最近では「エアロビッグダンスはオワ

コンでしょう」とささやかれることも

少なくありません。そこで、いま

WHOや厚生労働省では成人、とくに

高齢者の方々には有酸素運動と筋肉強

化とバランス運動がいいと言われてい

るので、エアロビックという言葉に代

わる２つのコンテンツの総称として

“マルチコンポーネント運動”と言い

換えて提供しています。

それぞれの特徴としては、感性と科学

性を融合しており、平たく言えば、前

者がニコニコペースの有酸素運動、後

者が立腰・実用丹田の姿勢づくりをベ

ースとしています。これらを 私たち

が提供するプログラムの２大特徴とし

て追究しているところです。ちなみに、

丹田のチェックというオリジナルワー

クもあるのですが、かねてからの念願

であった力士の方々にも体験していた

だくことができました。

　現在は、２つの法人を運営していま

す。一つがウェルビーングの場づくり

であるスタディオパラディソ。明日

（2024年12月20日）でちょうど 38

歳になります。50年は続けられたら

いいなと思っているので、あと12年、

なんとか頑張りたいと思っています。

スタジオには、30年通い続けている

方が5～6人いらっしゃいます。した

がって、彼女たちとはもう無二と友と

いっても過言ではないかけがえのない

存在となっています。この間、私自身

も20代ではわからなかったことも少

しずつわかるようになったり、理解が

深まるようになってきました。そこで、

（一社）10分ランチフィットネス協

会のほうでは、こうして学んだことを

指導者の育成と交流の場づくりに生か

したいと思い取り組んでいます。

　さて、この“10分ランチフィット

ネス”ですが、たった10分でどれほ

どの効果があるのか、それだったらた

だでできるラジオ体操のほうがいいの

ではないかと、当初は誰も聞く耳をも

っていただけませんでした。

　そこで、本質的な価値とは何なのか

について、いま一度見直した方がいい

なということで発想を得たのが、先に

述べた「active rest」でした。週に1

～2回、職場で10分間の運動を実施す

ると、どういった効果が得られるだろ

うかとまず仮説を立てました。いわゆ

る生産性、コミュニケーション、活力

が上がるのではないか、と。たった

10分では血圧が下がったり、痩せた

りすることはできないので、もうまっ

たく違った視点でとらえることに舵を

切ったというわけです。そして、産業

2025年（令和7年）4月14日
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キャリア形成の
過程について

本橋　1番は嫌だったんですけど、指

されてしまいましたね（笑）。

　私は、最初、アスリートを対象に、

単にコンディショニングトレーニング

としてヨガ、ピラティスを指導してい

ました。すると、あるときラグビーの

日本代表の選手から「本橋さん、僕、

腰痛なんですけど、今日はやっても大

丈夫ですか？」という質問がありまし

た。腰痛？　腰痛といってもいろんな

種類があるのはわかるけれど、どんな

腰痛なのかもわからない。結局、私は

的確に答えることができませんでした。

そのことで、私はなんと不誠実な仕事

をしているのだろうという罪悪感を覚

えました。

　またもう1つは、あるセミナーを実

施したときに、医療従事者の方からの

質疑応答で、「ACLの患者さんの場合、

術後2週間でピラティスはできます

か？」という質問があったのですが、

ACL？？？　何それ？　いまになって

振り返れば、笑い話かもしれませんが、

当時はアジアチャンピオンズリーグの

略かなって思ってしまったくらいでし

た（笑）。それがきっかけとなり、先

ほども述べたように、やはり医療従事

者との共通の言語を自分が知らないっ

ていうことに対して、とても恥ずかし

さを覚えたんですね。確か2005年の

頃だったと思います。それを機に、も

っともっと学びを深めなければならな

いと考え、いまの道に進むようになり

ました。

佐々木　ありがとうございます。では、

森山様はいかがでしょうか？

森山　先ほども申し上げたように、い

きなり大きな借金を背負ってしまい、

しかも周りからは激励よりも心配され

る声のほうが大きかったものですから、

経営者としてなんとしてでも生き残っ

ていかなければならない、と。でも、

振り返ってみれば、火事場の馬鹿力で

はありませんが、人というのはそうい

った窮地に陥ったときほど、知恵や工

夫が生まれるものだと思ったものでし

た。

　一方で、エアロビックダンスの指導

というのは、インストラクターにすべ

て委ねられます。悪く言ってしまうと

野放し状態ともいえる。つまり、人に

よって運動強度とスキルについて提供

プログラムに大きな違いが生まれます。

例えば、同じ初級クラスであるにもか

かわらず、あの先生のレッスンは振付

がむずかしい、こっちの先生のほうは

すごくハードといったこともあり、そ

ういった意味でも、やはり質の担保は

しっかりととっておかなければならな

い。インストラクターの個性は別にし

て、指導内容にばらつきが大きくては

ならない、ある程度の型をつくったほ

うがいいのではないか、と。つまり、

その型の中から、それぞれの個性が発

揮できるようなプログラムをつくって

いくということを心がけながら取り組

んでいます。インストラクター自身も、

お客様の声を聞いてしっかりと臨みた

いんだけれども、その人が持つ性格や

考え方によっては、インストラクター

自身が悩みを抱えてしまうことも少な

くないからです。

　もちろん、その先の根底にはお客様、

受講者の方々の声にどれだけ誠実に応

えていくことができるかを見据えてい

ることは言うまでもありません。そう

いう意味では、受講者の方々が私たち

を育ててくれたことがキャリアップに

結び付いているのではないかと思いま

す。

佐々木　はい、ありがとうございます。

それでは、鈴木様、お願いします。

鈴木　私の場合は、先ほども少しお話

しさせていただきましたが、やはり母

の発症というのが大きなきっかけにな

っています。発症したときは、救急車

で運ばれた先の病院の先生から「よく

て車椅子です」と言われました。手術

もできなくて、もう薬で散らすしかな

い、と。でも、半年入院して、その間

にリハビリ室の理学療法士さんたちに

すごく熱心に寄り添っていただいたお

かげで、退院する頃には杖で少し歩け

るようになるまで回復していました。

　一方で、私自身は、まだまだこんな

状態で満足されたら困ると思い、心を

2025年（令和7年）4月14日

《ファシリテーター》佐々木 剛氏
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鬼にして働いていたスポーツクラブに

毎日来てもらって、自分のレッスン—

—例えば水中での機能改善とか、バイ

クのペダルに足を固定して漕ぐといっ

た、グループレッスンに参加してもら

いました。すると、私の力というより

も、みんなと一緒に運動することによ

って、すごく励まされたり、勇気づけ

られたりして、グループで運動するこ

との素晴らしさをあらためて実感しま

した。マンツーマンのリハビリとグル

ープエクササイズ。 この両方が人の

持つ潜在的な力というものに大きく関

与する、可能性を広げると確信し、た

とえ病に倒れても、残された力をもっ

ともっと引き出し、広げることに貢献

できたらなというのが、私自身の大き

な原動力になっています。

佐々木　ありがとうございます。それ

では、次の質問です。自己紹介の中で、

どういった方がいわゆる顧客になって

いくのかについてはお話しいただきま

したが、やはりビジネスを続けていく

となると、森山様のお話にもあったよ

うに、対象となる顧客の掘り起こし、

例えば地域の指導者や地域の企業の

方々を開拓していかなければなりませ

ん。そういった中で、どういう手法を

取られて、またどんな取り組みをされ

ていらっしゃるのか。ぜひお伺いでき

ればというふうに思います。

顧客の
掘り起こしについて

森山　“10分ランチフィットネス”

をやっていこうとか、エアロビックダ

ンスを“パラディソ体操”にと新たな

名前での活動当初は、私はあのエアロ

ビックダンスがブームになったおかげ

で 継続できていたのだとあらためて

実感しています。

　無名のコンテンツ名で人を集めるの

は本当にむずかしい。やはり営業しな

ければならないとなって、いろいろと

考えました。まず取り組んだことは、

地域戦略を考えて、これはいまでもや

っていることですが、愚直なまでにチ

ラシを配ったり、地域のイベントや自

治体の出前講座に出向いたり、地道に

取り組んでまいりました。

　すると、コロナの頃から会員さんが

20％ほど増え始め、いわゆる、「こ

こだったら安心・安全」ということで、

老若男女を問わず、友達が友達を誘っ

て訪れてくださるようになりました。

その上で個々の対象者によって、どの

ような プログラム戦略を描いていく

かについて考えていくことを心がけて

います。地域においては噂が噂を呼ぶ

スピードが思いのほか速い。そして、

その噂が確かなものであれば、信頼も

厚くなる。地域の方々の信頼感を得る

こと以上の宝物はありません。これに

尽きると思います。

佐々木　お客様のターゲットは、特に

高齢者からお子様、そして指導者、企

業を問わずというかたちでしょうか？

森山　はい。ただ、先ほども申し上げ

たように、その中でも特に運動に苦手

意識がある人をターゲットとしてとら

えています。運動が好きで一人でなん

にでもチャレンジしようという、普段

から活動的な方たちはスポーツクラブ

に行かれると思います。したがって、

運動に苦手意識はあるけれど、やっぱ

り運動はやったほうがいいと思ってい

る人たち。また、企業さんであれば、

組織力を使ってでも、ほんのちょっと

でも運動をしなければいけないという、

いわゆる緩やかな強制力を働かせると

いう戦法で取り組んでいます。

佐々木　では、鈴木様、お願いできま

すでしょうか。

鈴木　私どもの事業は介護保険下の事

業です。したがって、実際に各地域に

いらっしゃる居宅介護支援事業所のケ

アマネージャーさんが、 対象者とな

る方に対して“元氣ジム”でリハビリ

を受けるという取り組みをケアプラン

の中に入れていただかなければ、契約

が結べないという、ちょっと特殊な事

業でございます。したがって、商圏内

の居宅に1件1件訪問して、当社が提

供するリハビリサービスをご理解いた

だき、リハビリが必要な方をご紹介い

ただくという営業活動が求められます。

　そこでは、ご利用者の方がどういう

ふうに変化しているのか、iPad上で

歩行の様子や姿勢がどんなふうに変わ

ったかをお見せしたり、あるいはケア

マネージャーの方々にお集まりいただ

き、地域のハブになって勉強会を開い

たりしながらご理解をいただいたりし

ています。あるいは、ご家族の方が、

親御様がよくなってほしいということ

で、息子さん、娘さんからご紹介いた

だくというケースもございます。

佐々木　ルネサンスさん本体の会員さ

んとのコラボレーションみたいなもの

は何か行っていらっしゃるのでしょう

か？

鈴木　はい。最近では一部のスポーツ

クラブの中のちょっとした 空きスペ

ースに訪問看護ステーションの事務所

を設けています。そこでは会員の方々

向けの健康相談みたいなものを訪問看

護の看護師が時間ごとに行ったりする

こともあります。実際にすぐには必要

でなくても、そういった相談に乗れる

という関係性をつくることで、ご近所

にいらっしゃる方をご紹介いただくケ

ースもございます。

佐々木　ありがとうございます。やは

り地道なお客さんの開拓が大事である

ということだと思います。では、本橋

様、お願いできますでしょうか。
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本橋　私の場合は、対象者を大きく2

つに分けてアプローチしています。1

つが医療従事者であり、もう1つがヨ

ガ、ピラティスのインストラクターで

す。まず医療従事者の方々に関しては、

当然ながら患者様が対象になりますの

で、そもそも何かしら問題を抱えてい

る、あるいは高齢者の方々も数多くい

らっしゃるということで、少しマニュ

アルの内容をレベルダウンしています。

というのも、いままではアスリートを

強くするためのプログラムが中心だっ

たからで、患者さんに適用できるよう

なプログラムに変更しているというこ

とです。

　もう一つは、ヨガ、ピラティスのイ

ンストラクターの方々には、やはりス

タジオに来られる方々が中高年層がほ

とんどであるということ、さらに今後

ますます加速度的に高齢社会が進んで

いくことが予測される中、中高年なら

ではの膝の痛みとか腰痛、あるいは脊

柱管狭窄症といった高齢者の病気に特

化したヨガやピラティスのプログラム

といったものの構築により努めつつ、

顧客を取り入れるような方法をとって

います。

佐々木　一部では医療従事者の方は、

新たなものを取り入れることに対して

ネガティブな反応を示されるというケ

ースも少なくないのではないかと思い

ますが、実際にその辺りはいかがでし

ょうか？　

本橋　そういう方もいらっしゃると思

います。ただ、ここ数年で 学会での

研究発表、特にピラティスに関する演

題がものすごく多くなっており、そう

いう発表を聞いている方たちは、むし

ろピラティスも治療の1つとして取り

入れていかなければ取り残されていく

という危機感を抱いていらっしゃるよ

うです。したがって、いまではもうか

なりの医療従事者の方にピラティスは

認知されていると思いますし、ドクタ

ーも外来で、「じゃあ、◎◎さんはこ

の後、ピラティスをやるといいです

よ」と、処方箋のようにピラティスを

お伝えするような時代になりつつあり

ます。

佐々木　ありがとうございました。で

は、次のテーマです。いま、どんな事

業でも少子高齢化問題は避けて通るこ

とはできません。一方で、国内の経済

力も他国に比べると、相対的に落ちて

いるという状況で、本日のセミナーに

もご出張でお越しいただいるという方

も少なくないと思いますが、今朝見た

ニュースによると、それまで東京のホ

テルが1泊1万円だったのが、いまで

は平均で1泊1万8000円になって、出

張で出かけられないという方々が増え

てきているとか。このように物価高が

叫ばれる中にあって、されどなかなか

単価を上げるのも難しく、事業継続の

課題もいろいろと出てきているのでは

ないかと思いますが、皆様から見て、

いまは順調だけど、今後を見据えたと

きの事業継続の課題、もしくはいま抱

えていらっしゃる課題があれば、ぜひ

共有いただければと思います。まず鈴

木さんからお願いいたします。

今後の事業継続を
見据えたときの課題

鈴木　先ほども申し上げたように、私

たちの事業は介護保険制度下の事業の

ため、3年ごとに報酬改定というもの

がございます。 単価自体は自分たち

で決められるものではなく、国で統一

で決められていて、皆さんもご存じの

ように、社会保障制度、このままだと

破綻してしまうというようなところで、

やはりこの報酬というのはどんどん下

がっていく傾向にございます。そこが

やはり一番の事業リスクであるととら

えています。

　ただ、 高齢者の方はこれからます

ます増えていきますし、特に後期高齢

者の方が介護が必要になる率はすごく

高いので、この制度の中だけではなく、

やはりフィットネスの業界も含めて、 

そのような方々をどのように支えてい

くのかということがすごく重要ではな

いかと思っています。したがって、で

きるだけ間口を広げ、敷居を下げて、

多くの方々が通いやすい、また運動だ

けではなく、その地域のコミュニティ

の場づくり、そういったところでも地

域の方々を支えていく……。そんな仕

組みづくりというものが必要なのでは

ないかなと思っております。

佐々木　本当におっしゃる通りですね。

「健康はお金で買う」という振り切り

方はなかなかできないものですが、今

後はこういった課題に対して、国民の

意識の変革も必要であるということか

もしれません。スポルテックを始めた

10年前、ある方に「Mは儲かるけれ

ど、Wは儲からない」という話をお聞

きしたことがあります。Mはメディカ

ル、Wはウエルネス。そうかなと思い

ながらこれまで歩んでまいりましたが、

確かにそれもあるかなという思いもあ

ります。

　今後は事業継続における課題に加え、

制度等とどうキャッチアップしていく

かところも大事ではないかと思います。

森山様のところはいかがでしょうか？

森山　指導者育成にしっかり取り組ん

でいきたいと思っていますが、なかな

か人が集まらないという課題がありま

す。一方で、いままでスポーツクラブ

でやってきたインストラクターの中に

は、地域での活動に目を向けて動き始

めている人たちもいるのですが、地域

に行ったときに、すんなり指導ができ

るかといえば、実は一朝一夕にはいか

ないという厳しい現実もあります。そ

の辺りも含めて、学びの継続に加え、

2025年（令和7年）4月14日



10

学びを深めていくことに対してもっと

もっと業界としても取り組んでいかな

ければならないと思っています。

　もちろんいまではDXなども有効活

用すればいいという考え方もあります

が、やはり人間が人間としてできるこ

とは何か、ここを極めていきたい。と

はいえ、私自身もまだ答えは見つかっ

ていないのですが、皆さんと一緒に考

えていきたいと思っています。とにか

く、指導者の育成にどう努めていくか、

これがいまの私の中での大きな課題で

す。

佐々木　おっしゃる通りだと思います。

コロナによって業界から多くの指導者

が去っていたという話を、私自身もよ

く耳にしております。そういった方々

が再び戻ってきたいと思えるような魅

力的な産業にする。あるいは、そうい

った方々に来ていただいて魅力的な産

業にする。いろいろな言い方あります

けれども、それをぜひ、ともに具現化

できるよう、私どもも努めてまいりた

いと思います。

　雑多な言い方になってしまいますが、

やはり給与が高い。これも非常に重要

なキーワードではないかと考えており

ます。 人手不足の中で、指導者が集

まらないというのも大きな課題ではな

いかと思います。では、引き続き、事

業継続の課題について、本橋様、お願

いします。

本橋　先ほど、医療従事者の方がたく

さんピラティスの資格を取っていると

いうお話をいたしました。では、 医

療従事者の方々はどういったところで

それを活用するのかといえば、2通り

あって、一つは保険適用の中で、リハ

ビリテーションとして取り入れられて

いるというケースがほとんどです。そ

れ以外に、診察の時間が終わった後、 

例えば夜6時以降、空いているリハビ

リ室を活用して行うというケースです。

これは、保険による治療を卒業した患

者さんが、その後自宅で一人ではなか

なかできないので、引き続き、コンデ

ィション維持のために行うという動き

がいますごく広がってきています。つ

まり、医療知識のある方々が、患者さ

んの痛みのレベルやそれまでリハビリ

をしてきた過程を知った上で、次のス

テップとして、自費によるピラティス

指導をしてくださるという時代になり

つつあるというわけです。

　すると、今度は街中のピラティス・

スタジオの方たちもより学びを深めて

取り組んでいかなくてはならないとい

う危機感にもなって、指導力のレベル

が相乗効果によって高まってくるので

はないか、と。すなわち、フィットネ

ス業界の立場からすると、元々ヨガ、

ピラティスを教えていらっしゃる方た

ちが、医療機関の人たちに負けないよ

うなきちんとした知識を持って指導し

ていただくということを目標に邁進し

ているところです。そういう意味では、

医療従事者の方々がピラティスの指導

を行うようになって、それまで抱えて

いた課題が必然的に解決されていった

といってもいいのかもしれません。

佐々木　ありがとうございます。森山

様のお話しの中にも、人手不足の問題

についての言及がありましたが、私た

ちがビジネスとしているフィットネス

分野においては、人対人の関わり合い

をとても大切にしています。一方で、

人手不足を補うために、いまではAIで

できる部分というものも当然あるかと

思います。ただ、AIで十分なところと

不十分なところは見極めておかなけれ

ばならない。例えば、AIでは 人の情

緒的な感情まで汲み取ることまではで

きません。そこで、人手不足に対する

今後の取り組み、もしくはその課題に

ついて、いまどのように考えていらっ

しゃるか、お聞きできればと思います。

まず、森山様からお願いできればと思

います。

人手不足に対する
取り組み

森山　エアロビクス全盛期の頃は、例

えばスポーツクラブには若い人たちが

いっぱいいて、まるでスターのような

存在のインストラクターに憧れて、自

分もやってみようという志願者で溢れ

ていたものです。ところが、世の中は

年々高齢化しているし、ましてや私た

ちのスタジオのクライアントの方は

元々運動に苦手意識のあった方々ばか

りなので、みずからがインストラクタ

ーになろうというケースはほとんどあ

りません。

　ところが、その一方で、最近では運

動関係とはそれまでほぼ無縁だった

方々が、運動をすることで、自分自身

も元気になるし、人を幸せにできると

考えてこの道を希望される人もいたり

します。例えば、運動の価値というも

のを高く評価していただいている産業

保健師とか介護福祉士の方々です。そ

ういった方々にアプローチすると、

「一緒の仲間になりたい」と、意外に

反応がいいのです。したがって、人手

不足という状況には変わりはないので

すが、私たちの仕事の本質を理解して

いただくことで、もっともっとその掘

り起こしに努めていくことは十分に可

能ではないかと思っています。

佐々木　取り立てて運動が大好きとい

うわけではないけれど、人を応援する

のが好きだとか、もしくは指導対象者

からに「ありがとう」と言われること

に喜びを感じる人たち。そういう方々

をフィットネスの世界に誘おうという

わけですね。それでは続いて、鈴木様、

いかがでしょうか？

鈴木　私どもも、いま森山さんがおっ

しゃったように、最近では主婦の方や
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少し子育ての手が離れてきたという方、

あるいは50代のセカンドキャリアと

いうかたちで入社してきてくださる

方々が増えています。当社の得意とす

るところの一つに、運動指導経験のま

ったくない方でも指導ができるように

育成するというノウハウがあります。

ただ、私どもの事業は、約半数の社員

が理学療法士や看護師、作業療法士と

いった国家資格を持った方々が病院な

どから転職してきていただくというケ

ースがほとんどです。したがって、今

後、さらに出店を加速していく上にお

いては、ここのところがなかなか難し

い課題点でもあるととらえています。

　一方、育成面においては、コロナ禍

において様々な工夫する中で、オンラ

インによる指導者の育成をすることが

できるようになり、現在は動画を活用

しながらサポートをしたりということ

も始めています。

　当社の一番の強みは、理学療法士が

一人一人の体の評価をし、その評価に

基づいた マンツーマンのリハビリ、

あるいは運動指導員と連携したグルー

プエクササイズの指導を行えるという

ところ。この強みをどのようにしてノ

ウハウ展開していくのか、また標準化

していくのか。ここは現在開発を進め

ているところです。

佐々木　人の育成、採用だけでなく、

DXを活用した指導方法も当然、人材

不足に非常に対応できる1つかと思い

ます。本橋さんのところはお一人でと

いうかたちですが、パートナーの方々

と一緒にされる業務も多いかと思いま

す。この人手不足、どのようにお考え

か、お聞かせいただければと思います。

本橋　例えば、医療機関で研修を行う

となると、ほぼ日曜日に限定されます。

地方であれば前日に入り、多いときに

は週に５か所くらいで同時に開催する

ことも少なくありません。したがって、

当社と契約しているスタッフに出向い

てもらうことになります。もちろん、

講師として出向くわけですから、優秀

なスタッフをどう育てていくかという

課題は当然クリアしておかなければな

りません。元々弊社では養成コースの

再受講を無料にしています。何回でも

再受講できてすべて無料。現在、養成

生の数は約900人いるのですが、多い

人では何十回も再受講をしている方も

いらっしゃいます。すると、常に新し

い情報を勉強することができる。そう

いった勉強熱心な方たちがいま講師に

なっているというわけですが、現在は

医療従事者の受講もすでに多いもので

すから、弊社の講師はドクターと理学

療法士たちが中心となっています。そ

ういう意味では、再受講制度が人手不

足を補ってくれている手段となってい

るといえるかもしれません。

佐々木　なるほど、再受講制度はリカ

レント教育の代わりにもなっていると

いうことですね。そこには学びの好循

環が生まれている、と。一方で、人手

不足に関しては、先ほど鈴木様がおっ

しゃっていたように、今後はDX、AI

の活用というものもやはり必須要件と

して求められるようになってくるので

はないでしょうか。その辺り、本橋様、

森山様どのようにとらえていらっしゃ

るのか、ぜひお聞かせいただければと

思います。

本橋　会社の規模がそこまで大きくな

いので、どこまでできるかは課題です

が、現在、日本ドラッグストア協会と

太い繋がりがあり、来年度（令和５年

度）からドラッグストアのアプリの中

にエクササイズを入れるという取り組

みを進めているところです。また、こ

の後、私は博士課程に進んで行くので

すが、疫学研究としてドラッグストア

協会と共に、国内のドラッグストアを

利用している方々が、どのくらいエク

ササイズをして健康管理に努めている

のかというところの研究も進めていく

予定でもあります。

　ちなみに、アプリには週に1回更新

するエクササイズを実施したら、10

％割引のクーポンゲットのような企画

も立案中です。関係者の方に「物を売

るだけで、もっとも大事な運動指導が

ないですよね」という話をしたら、大

いに頷かれていらっしゃいましたから

（笑）。

佐々木　日本ドラッグストア協会は、

実はスポルテックにもよくお問い合わ

せがあり、いろいろと協業をさせてい

ただいております。いまドラッグスト

アでは、いわゆる一般的なOCT医薬

品を売る、 サプリメントを売るに加

え、生鮮も売るという段階にまで進ん

でいますが、次の切り口が、町の健康

指導ができるようにしていこうという

話を聞いておりましたが、本橋様のお

話をうかがって、点と点が繋がりまし

た。森山様のところではいかがでござ

いましょうか。

森山　私たちの場合は、そこまでAIに

ついては強くはありませんが、企業様

にはオンラインでレッスンを提供した

りするようになってきました。元々リ

アル感をもっとも大事に、と思ってい

るだけに、AIというと、インストラク

ター自身が少し臆病になってしまって

いるところもなきにしもあらずです。

ただ、そんなことを言っては世の中の

流れに取り残されてしまうので、指導

者間におけるAIの勉強会はずっと継続

して実施しています。これからも楽し

い人生を送っていくため、支えていく

ためにも、しっかりと足を踏み入れる

ことも大事なので、この分野に関して

は、徐々に“肩慣らし”をしていきた

いと思っています。

佐々木　ありがとうございます。いま

は苦手であっても、もう10年後には
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おそらくあらゆるものがAI化されてい

くことでしょう。いまはその過渡期と

いえるかもしれません。フィットネス

の現場においても、こういったIT化、

DX化はもう間違いないところ、待っ

たなしだと思います。今後はぜひスポ

ルテックのテーマとしても訴えていき

たいと思っております。 

　では、そろそろお時間になりました

ので、最後にお三方からぜひ、本セミ

ナーにご参加いただいた方々に向けて、

ひと言ずつメッセージをいただければ

と思います。それでは、本橋様からお

願いいたします。

本橋　はい。ピラティスのブームは、

まだまだあと2～3年は続くのではな

いかと感じていますが、スポルテック

の主催者である佐々木さんの目から見

て、いかがでしょうか？

佐々木　間違いないと思います。 

本橋　ありがとうございます（笑）。

先ほど控え室で皆様とお話していると

き、「やはり指導者のレベルをもっと

もっと底上げしないとダメだよね」と

いうことが話題となりました。そんな

中、佐々木さんからも、ピラティスの

日本の協会を創設する時期ではないか

というお話もありましたが、私自身も

ぜひ、皆さんと共にそういったことに

対してもお手伝いできたら嬉しいです

し、さらにやりがいも出てくると思っ

ています。

佐々木　ありがとうございます。では、

森山様、お願いできますでしょうか。

森山　私はエアロビックダンスによっ

て育てられてきましたが、本当にそれ

は素敵なものだなっていまでも思って

います。だからこそ続けられている。

中には、エアロビックダンスは“オワ

コン”と言う人もいるかもしれません。

でも、地域ではものすごく喜ばれるん

ですね。全盛期のただ単にファッショ

ンとか流行的なものという一元的なも

のの見方ではなく、本当に素敵なもの

だからこそ温かく見守って欲しいと思

っています。

　とにかくフィットネスが楽しくかつ

安全なものとして広がっていき、この

業界の未来は明るいと思っていただけ

るように、私も“10ランチフィット

ネス”をベースにしっかり邁進してい

きたい。そして、同じ志を持つ協業パ

ートナーの輪も、同時に広げていきた

いと思います。 

佐々木　ありがとうございます。最後、

鈴木様、お願いいたします。

鈴木　私たちも、皆様と一緒で、やは

り様々な方々の可能性を広げるお手伝

いをしたいと思っております。今後、

団塊の世代の方々が歳を重ねていかれ

る中で、たとえ体に少し不具合が起き

ても、再び体を良くして人生楽しみた

いという方々が全国にはたくさんいら

っしゃると思います。そういったこと

を必要とされている方々に対して、こ

のサービスを届けられるように、人、

そして拠点を増やしていきたいと思っ

ています。とはいえ、当社の力だけで

は、まだまだ足りないと思っています

ので、 皆様とご一緒にそれができた

らこんなに嬉しいことはありません。

皆様のお力をお借りしながらいろいろ

なかたちでフィットネスの可能性を広

げられたらと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

佐々木　ありがとうございます。本日

は皆様、長い時間にわたりご聴講いた

だきまして本当にありがとうございま

した。三者三様のお考えと事業展開に

ついてお話しいただきましたが、3人

の方々いずれにも共通するのは地道に、

そして仲間をつくり、さらにターゲッ

トとなる方々にしっかり寄り添って展

開されているというところではなかっ

たかと思います。

　実は今回、初めてファシリテーター

を務めさせていただいたのですが、そ

の難しさをあらためて実感すると同時

に、非常に勉強になり、感銘を受けま

した。お付き合いいただきました3名

の方々にも厚く御礼申し上げます。ま

た、こういった機会をいただいたFIA

様にも厚く御礼申し上げます。

　もう一度、鈴木様、本橋様、森山様

に盛大な拍手をお願いして終了したい

と思います。ありがとうございました。

2025年（令和7年）4月14日
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F I A からのお知らせ

　カスタマーハラスメントに対応する企業の姿勢については社会的気運も醸成され、東京都では条例も制定されています。FIAでは昨
年来当業界における基本指針について検討し、3月の理事会にて以下を決定いたしました。

（１）	フィットネス業界のカスタマーハラスメント対応基本指針
	  （業界の姿勢としてFIAホームページに掲載して一般に公表（下記））

（２）	FIA「カスタマーハラスメント対応基本指針」付属会員向け参考情報
	 各社において具体的対応策を検討する際の参考情報など
	  （FIAホームページ会員専用ページに掲載して共有。）
　	 ※事案がカスハラ該当かどうかなどの相談窓口としてFIAをご活用ください。

フィットネス業界のカスタマーハラスメント対応基本指針（一般公表）

● 基本方針（骨子） 
　私たちフィットネス事業者は、手掛ける事業が生活者へ運動機会を提供することを通じて健康寿命延伸に寄与する社会インフラの
一つであると自負すると共に、お客様には安全・安心で居心地の良い場を提供するサービス事業であることを認識し、その事業運営に
当たってはお客様のご意見・ご指摘には真摯に向き合い、サービスの向上に努めています。 
　この観点から、お客様からクラブに対する、又はお客様同士による、暴言や暴行などの著しい迷惑行為などは、お客様が求める平穏
なクラブライフを乱し、あるべきサービスの提供を阻害し、ひいては健全な事業運営を困難にするものとしてこれに毅然とした対応をとる
ものであります。なかでもクラブ従業員に対するもの（カスタマーハラスメント）に対しては、従業員の人権、就業環境を守るべく、各企業
が組織として対応することといたします。 

● カスタマーハラスメントの定義 
　お客様からのご意見・ご指摘、その他言動のうち、その要求内容の妥当性に照らして、当該要求を実現するための手段・態様が社
会通念上不相当なものであって、当該手段・態様により、従業員の就業環境が害されるもの。

● カスタマーハラスメントに該当する行為の例示
・正当な理由のない賠償・慰謝料や迷惑料の要求
・正当な理由のない返金要求
・不当な謝罪の要求
・身体的、精神的な攻撃（暴行、傷害、脅迫、中傷、名誉毀損、侮辱、暴言）や威圧的言動
・継続的な、執拗な言動
・拘束的言動（不退去、居座り、監禁）
・差別的な言動
・性的な言動
・従業員個人への攻撃、要求、つきまとい
・会社・従業員の信用を棄損させる行為（SNS投稿等）
・安全な運営を妨害する行為
・業務に支障を及ぼす行為 
 
● カスタマーハラスメントへの対応
　カスタマーハラスメントに該当する事象が生じた場合、加盟クラブによるサービスのご利用をお断りさせていただく場合もあります。こ
れを担保するため各クラブの規約会則に、利用禁止や除名・退会の規定を備えることを推奨します。なお、悪質な言動および犯罪行
為に対しては、警察などのしかるべき機関に相談のうえ、厳正に対処するようにすることといたします。

FIAカスタマーハラスメント対応基本指針1
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F I A からのお知らせ

健康経営研究会提言2

　FIAも加盟する（特非）健康経営研究会は他2
団体と共同で「健康経営の進化」―2040年の
日本の未来に向けて―を発表しました。

趣旨：「未来の社会を健康で活力あるものにする
ためには、多くの人が共感できる「価値共創のテ
ーマ」を選び、健康経営の進化を構想することが
重要です。本提言を通じて、多くの企業が健康経
営を進化させる道標を得て、未来志向の経営戦
略を実現することを願っております。」（本文より）

FIA
サイバーセキュリティ
保険

（会員情報漏洩保険）
3

　正会員代表者・担当者様宛て、ご案内資
料が郵送されています。申し込みは4月25日
締切となっています。
FIAサイバーセキュリティ保険は
※FIAによる加盟クラブ専用「サイバーセキュ

リティ保険（会員情報漏えい賠償責任保
険）」団体保険です。

※多数の個人情報を扱うクラブで万一情報
漏えい事故が起こった時の損害や賠償責
任

	 被害を補てんするための制度として2006
年より運用されています。

※企業の売上高・財務状況の報告は不要で
す。会員数と補償額により保険料が決まり
ます。

※保険期間は毎年6月1日からの1年間、加
入手続き期間は4月1日～25日までです。

	 3月下旬に正会員代表者様・ご担当者様
宛にご案内を郵送いたします。

※我々の足元でもランサムウェア（身代金要
求型データロック攻撃）など外部からの悪
意あるシステム侵入による実害と保険発
動が発生しています。侵入予防に努めるこ
とが第一ですが、防御しきれない以上万一
に備え対応費用を補填する保険を備えて
ください。

　「健康経営の進化」を発表 
-2040年の日本の未来に向けて-

　この度、NPO法人健康経営研究会（理事長：岡田 邦夫）は、健康長寿産業連合会（会
長： 橋本 雅博）と健康経営会議実行委員会（委員長: 斎藤敏一）とともに、『「健康経営
の進化」-2040年の日本の未来に向けて-』を発表しましたので、ご報告いたします。
■提言の背景と目的
　少子高齢化に加え社会構造の変革という未曾有の社会的変化に直面しているわが国
では、企業や社会全体が持続可能な成長を遂げるために、健康経営においても単なる健
康リスク対策の手段ではなく、人という資本を最大化するための新たな仕組みづくりが求め
られています。
　2021年に「健康経営の深化」を提言してから4年が経過し、「人」が社会の進化に追随
できず適応しきれなくなりつつあります。この急激な「社会構造変革」において、「人」「企業」

「社会」が一体となり、「人という資源を資本化し、企業が成長することで、社会の発展に寄
与する」という循環構造を築くことこそが、健康経営の本質的な進化であると考えます。
　未来の社会を健康で活力あるものにするためには、多くの人が共感できる「価値共創の
テーマ」を選び、健康経営の進化を構想することが重要です。本提言を通じて、多くの企業
が健康経営を進化させる道標を得て、未来志向の経営戦略を実現することを願っておりま
す。
■本提言の構成
 •	第1章では、これまでの健康経営の歩みを整理し、健康経営1.0から3.0までの変遷を紹

介しています。 特に、健康経営3.0では「人的資本の変革（HCX＝ヒックス）」を提案し、
企業、地域社会、行政、教育機関、医療機関が連携して共創社会を実現することが重
要であることを提言しています。

 •	第2章では、急速に進む高齢化と人口減少、増加する医療費と健康寿命の延伸、労働
市場の変化と健康管理の課題、健康経営の重要性と今後の課題について述べていま
す。

 •	第3章では、急速に進む「社会構造変革」と「人的資本」との関係において、「人的資本
の変革（HCX）」の必要性を提言しています。

 •	第4章では、「高齢化の進化」-生涯現役社会の構築-について述べ、高齢化を進化させ
る必要性、エイジズムの撤廃、これからの企業組織の在り方、生涯にわたって健康リテラ
シーを向上させ、自立した健康づくりが必要不可欠であることについて、現行の「社会制
度」と「雇用や働き方」の関係について提言しています。

 •	第5章では、流動化する社会の中で、「共創社会の実現」に向けて、人と人、人と会社、
人と社会という関係性でのパートナーシップの必要性を提言しています。

■提言はこちら 
https://www.kenkokeiei.jp/wp-content/uploads/2025/03/20250317_Kenkokieie3.0.pdf

NPO 法人健康経営研究会について
健康経営研究会は、「健康経営®」を企業マネジメントの新たな手法としてとらえ、企業と従
業員の双方に利点を見出せるような、より良い関係の構築を目指して、2006 年に設立、
同年「健康経営」という言葉を商標登録いたしました。健康経営研究会では、セミナー等の
各種活動を通じ、健康経営の普及啓発、実践支援に取り組んでいます。
※「健康経営®」は特定非営利法人健康経営研究会の登録商標です

健康長寿産業連合会について
健康長寿産業連合会は、日本における健康長寿産業の振興を目的に、企業・業界団体が
主体となった産業間交流の場として2019 年10 月1 日に設立されました。
健康長寿産業連合会では、健康寿命の延伸に関する全ての産業（健康長寿産業）の振
興を図るため「健康都市モデル」「健康関連データの活用推進」「健康経営の推進」「国
民の健康リテラシー向上」の４つのテーマでワーキンググループを設置し活動しています。

健康経営会議実行委員会について
健康経営会議実行委員会は、健康経営の普及・啓発を通じて、国が進める「健康寿命の
延伸」に貢献することを目的に2015年5月1日に設立されました。健康経営会議実行員会
は、関係省庁、健康経営に取り組む企業、健康経営を支援する企業・団体・自治体、そして、
有識者と協同し、毎年「健康経営会議」を開催することで、みんなで、健康経営について考
える「場」の提供を行っています。

＜問い合わせ先＞
特定非営利活動法人健康経営研究会 事務局　info_npokk@kenkokeiei.jp

2025年3月17日
特定非営利活動法人健康経営研究会



15

レポート
18

　全国の企業健保様における健康増進への活用が本格化

2025年（令和7年）4月14日

　フィットネス体力テスト事業におきましては、昨年度は健康保険組合連合会都道府県支部主催による加盟企業健保対象
の体力テストの活用説明会及び体験会が12会場にて行われました。
　その結果、既に複数の実施依頼があり、実施に向けての準備が進められるに至っています。
　求められている内容は言うまでもなく、各企業様の職員を対象とした体力測定の実施とその結果に対する改善提案です。
　最終的には、フィットネス体力テストシステム利用契約の締結をしていただいているFIA加盟企業各社様に委託させていた
だくこととなります。
　現在、交渉が進められている企業健保様とそのおおよその進捗については以下の通りとなります。

FIA加盟企業各社様でも、ぜひ体力テストを実施されませんか？
　上にご紹介させていただいたように多くの企業様は、働かれている職員の皆様の健康増進対策において、将来的には健
康診断結果と体力テスト結果を重要な健康管理指標としてとらえ、職員の定着や生産性向上に活用されることを目指されて
いる点でほぼ一致しています。
　当協会にご加盟いただいている企業各社様でも、ぜひ一度、体力テストを実施されてみてはいかがでしょうか。
　既にご案内しております通り、本事業のシステム基本利用契約締結を完了いただいている正会員企業様であればどの企
業様でもお受けできます。
　直接お取引のある企業様にご相談いただいても結構ですし、FIAにご相談いただいても丁寧にフォローさせていただきます。
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2025年（令和7年）4月14日

　フィットネス及びヘルスケア産業領域でご活躍されている当協会加盟企業様として、職員の方々がご自身の体力の現状を
定量的かつ相対的に認識されることによって、ヘルスフィットネスという概念への気づきがあらためて喚起されることと考えま
す。
　そこから生まれるビジネスの発想も生まれるかもしれません。
　ぜひとも、フィットネス体力テストを体験してみてはいかがでしょうか。
　お気軽に当協会までお問い合せください。

今年度も広く社会の健康増進に寄与するべく発展させてまいります！
　今年度の取り組みにおいても昨年度の開発と測定実績を礎に、加盟企業各社様の事業の延伸に結びつくことを前提と
した発展的な取り組みを行ってまいります。
　引き続きのご理解とご協力をお願いいたします。

全国体年齢測定
利用申請が
お済みでない企業担当者様
　貴社の新規会員獲得・継続率UP・店舗
外収益UPの施策としてぜひ活用をご検討
ください。

今年度の主なスケジュール（4月10日現在／予定内容含む）
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1 トピックス

FCMの詳細、
お試し問題等は

コチラ！

F C M 検 定 コ ー ナ ー

現場の生産力向上が必須の今
人財育成・組織活性化にFCM活用を提案！
目指す人財・組織イメージ
３級レベル：基準に照らして異常、問題点を発見し、自律的に正常に戻すことができる（一般正社員・ベテランパート社員）。
２級レベル：ゴール（目標）に対して、そのボトルネック、課題を把握し、組織で解決に取り組める（主任・部門マネージャー）。

ステップ1　FCM HP上の簡易チェックを実施（アウトプット）

ステップ2　採点・フィードバックを受ける。　この結果をAとする。

ステップ3　フィードバック記載の公式テキスト該当ページを見る（インプット）

ステップ4　過去問解答解説集相関図で関連する過去問を探す

ステップ5　ステップ4で探した過去問を解く（アウトプット）

ステップ6　問題の解答解説記載の公式テキスト目次・索引を見る（インプット）

ステップ7　再度簡易チェックを実施し、結果をAと比較し共通言語取得度を測る。

コミュニケーション力・効率化を高めるため
FCM教材を活用し、組織の共通言語を増やす。

＊組織で効果的に仕事を進めるためには、仕事上の共通言語は必須。

FCM教材（公式テキスト・解答解説集）がより充実！！
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F C M 検 定 コ ー ナ ー

FIAホームページ上のFCMサイトに掲載

カテゴリー毎に問題4問を掲載：健康づくりの例
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F C M 検 定 コ ー ナ ー

ステップ●1　健康づくりカテゴリーの問題例

ステップ●2　採点及びフィードバック例
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F C M 検 定 コ ー ナ ー

ステップ●3　公式テキスト重要語句の索引一部
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F C M 検 定 コ ー ナ ー

ステップ●5　過去問例　3級学科第16回問1

ステップ●6　解答解説例　3級学科第16回問1

ステップ●4　過去問解答解説集の重要語句と過去問の関連図
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賛助会員入会２件並びに賛助会員退会１件について審議を行い、いずれも承認された。
 １．入会 
　賛助会員
　　１．会社名　　hab 株式会社  
　　　　所在地　　横浜市西区
　　　　資本金　　100 万円
　　　　営業内容　子供の送迎サービスアウトソース　
 
　　２．会社名　　株式会社 エアコンワーク  
　　　　所在地　　東京都渋谷区
　　　　資本金　　2,000 万円
　　　　営業内容　業務用・家庭用エアコン販売施工

 ２．退会 
　賛助会員
　　１．会社名　  株式会社 アクアバンク
　　　　所在地　　大阪市中央区
　　　　理　由　　利用回数が少なかったため
　　　　入　会　　2020 年 10 月
　　　　営業内容　水素水サーバー等

2025 年度定時総会の開催と招集について審議し決議決定した。
　審議事項
①第 38 回定時総会の開会及び招集について　
　以下により定款 21 条に定める定時総会を開催すること。その招集を行うこと。
　日時　2025 年 6 月 13 日（金）午後 2 時より　　　　　 　
　場所　AP 東京日本橋（東京都中央区日本橋 3-6-2　日本橋フロント 6 階 ）　
　目的　第３８回定時総会開催の為　　　　　　　　
②第 38 回定時総会の議案内容
　議題　　１．審議承認事項
　　　　　　　① 2024 年度事業報告　　　②決算報告　　　
　　　　　２．報告事項
　　　　　　　① 2025 年度事業計画　　　②収支計画
各議案の具体的内容は第 234 回理事会（5 月 23 日予定）にて審議決定すること。

2025年（令和7年）4月14日

FIAは3月21日（金）第234回となる理事会を開催し、
理事監事14名が出席した。第234回

FIA理事会報告

議事

審議・決裁事項
議事1-1　会員入退会の件

　議事1-2　第38回定時総会の招集と議案内容の決議について
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　１．一般事業

討議・協議事項
事務局より事業分野の状況並びに今後の予定について説明を行い、必要事項は協議、決定した。
１. フィットネス体力テストについて
（１）フィットネス体力テストシステム利用状況

・今年度のシステム利用総計予測は 5,400 件／ 2023 年の実施スタートから延べ 12,442 件の測定実績となっている。
・総合業態クラブに於いて、提供サービス価値差別化のためのフィットネス体力テスト活用企業も増えてきた。（例：グラン・

スポール様／リバティーヒル様／フジ・スポーツ＆フィットネス様　等）
・健康保険組合連合会の支部体験会実施を受けて、来年度事業への組み込みを視野に入れたトライアルを実施する企業が増

えている。

（２）健康保険組合連合会との取り組みについて
①健康保険組合都道府県支部における加盟企業健保を対象とした都道府県支部体験会の今年度分がほぼ完了。

体験会による合計店舗売上：約 3,470 千円。1 店舗一回あたり約 300 千円

②体験会を経て、企業健保から活用に向けた問合せがあり、来年度 FIA 加盟企業が受けることについての商談が進み始めて
いる。

フィットネス体力テストに関する各企業健保組合との商談状況
健保名 ステータス

1 一般財団法人サンスター財団
2/26　2 回目商談完了

見積最低時の必要あり

2 首都高速道路健康保険組合
1/14 商談完了

先方で検討中

3 ミサワホーム健康保険組合
企業へ連携済み

先方からのメール返答待ち

4 株式会社ファーストリテーリング 来年度は社内イベント実施での活用を前提に時期等含め返答待ち

5 東京薬業健康保険組合  利用形態を含め返答内容を検討中

6 三越伊勢丹健康保健組合 来年度実施を前提に交渉中

7 山形銀行健康保険組合 対応する企業へ連携済み

8 甜菜製糖健康保険組合 第 1 回商談スケジュール調整中

9 NTT 健康保険組合 セキュリティレベルのヒヤリング対応中

2025年（令和7年）4月14日

第234回 FIA理事会報告
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③現時点で来年度の体験会実施を希望している都道府県支部。
  　東京・神奈川・富山・鳥取・大阪・広島・福岡・熊本・佐賀・長野　

（３）（公社）日本テニス事業協会（JTIA）加盟企業における検討について
　岡本理事ご紹介により、現在 JTIA 並びに JTIA 加盟のテニスクラブに於いて、テニス事業業界促進並びに加盟テニスクラブ
における新規会員獲得、顧客定着におけるフィットネス体力テストの活用検討が進んでいる。
① FIA からの提案
　初期のテスト的実施様式を提案

＞テニス事業者様において本取り組みの意義、導入メリットをご検証 いただくための“お試し期間”を設定し、導入検討事
業者様に実施、検証いただく期間を設定。

＞上記取り組みの成果を（公社）テニス事業者協会様として、データ的、定性的にご検証いただき、業界団体様としての今後
の扱いについて検証いただく。

〔具体的な初動の提案〕
●まずは最初の取り組みとして、テニス事業協会理事会構成クラブの中で興味がある理事もしくはしかるべき担当者を対

象とした体験会を行うのはどうか。
※この場合、会場、測定員についてはルネサンスが全面的に協力する。
●この体験会での反応を受けて、秋頃に JTIA が主管となって加盟クラブを対象に、一定期間もしくは日時を設定し、イベ

ント的測定会キャンペーンを実施してはどうか。
●課題：FIA 加盟企業のみが利用できるシステムであるという条件との整合を前提とし、慎重に提案と交渉を進める。

２．事業責任者会議について　　
　12 月 5 日の第一回に次いで第二回会議を 3 月 6 日（木）15 時―18 時、AP 東京八重洲にて会場５、Web ９の 14 名出席（欠
席２）にて開催した。　

＊会議に先立ち吉田専務より、加盟クラブが健保連との連携が進むカラダ年齢測定事業に取り組む意義について説明を行い、
それを受けて以下のような見解、提案が出された。

　＞データのエビデンス化が業界にとって（加盟各社にとって）極めて重要かつ有効である。＞測定とアセスメントに於いて
一定の技能を担保する資格のような制度を構築し、クリアしている証のロゴを作って、顧客に対して“見える化”してはど
うか。

　※名刺にも使う→普及の促進
　＞測定結果に対するアセスメントをシステム的にアウトカムする投資があればよい。
　＞ 200 円に＋αして、データ分析料として情報提供できないか。

　（フィットネス体力テスト以外に関する見解・提案）　　

2025年（令和7年）4月14日

第234回 FIA理事会報告

2025年度の体力測定_受入体制
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＞ FCM の対象をフィットネスという狭いところからもう少し対象を広げる
＞フィットネス産業全体を盛り上げるための TV 広報等キャンペーンの実施
※ FIA に財源を頼るのではなく、FIA という垣根を超え巾広に関係者からの持ち寄りを前提に検討する。
＞ジュニアスクールの学校における廃止傾向→業界として対応できないか
※子供の安全性確保という点では業界団体が社会に対して、国に対して対応できる道筋が見いだせないか。
●次回事業責任者会議予定：6 月 6 日（金）15 時 00 分～（予定）

３．カスタマーハラスメント対応指針について（資料）　
① FIA　フィットネス業界のカスタマーハラスメント対応基本指針（案）　（FIA ホームページ一般掲載）　　
② FIA「カスタマーハラスメント対応指針」付属会員向け参考情報（案）　（FIA ホームページ会員専用ページ掲載）
　各資料につき協議し、一部修正のうえ承認決定した。
　※事務局註：①基本指針については本号別記事（13 ページ）参照
　　　　　　　②会員向け参考情報については別途メール配信並びに FIA ホームページ
　　　　　　　　会員専用ページの掲載にて、広報します。

４．アジア競技大会 2026　協力対応について　
　FIA 加盟クラブ施設で協力可能な店舗を紹介すべく関係地域にある会員企業へ打診。
　FIA・組織委員会の契約に基づき２月末日付けにて報告書を提出した。各社の協力可否の最終的ご意向や施設情報の収集は継
続中であり引き続き確認作業及び組織委連携を行う。
（１）調査中地域・対象クラブ
　　　①愛知・静岡・岐阜 3 県　約 185 施設（内フィットイージー社 100）
　　　②神戸市（ポートライナー市民広場駅）・堺市（南海本線堺駅）・江東区周辺（JR 潮見駅）約 175 施設
（２）各クラブ懸念事項への対応
　　　①利用規約に則った利用の確保＝日本における一般的利用方法の提示
　　　②タトゥーへの対応＝（利用中隠すなどの）利用条件又は謝絶など各クラブより条件提示。
（３）今後の進行

打診中各社からの意志表示・条件ヒアリングを組織委へ伝達　→　組織委と各社による契約折衝。組織委からのコンタク
ト時期は未定。（配宿先ホテル未確定の為）

５．FIA マスターズスイミング選手権 2025 春季関東大会について
3 月 8 日（土）・9 日（日）千葉県国際総合水泳場にて開催。
エントリー実績。625 チーム　2,453 名（女子 1,188　男子 1,265）
種目数　個人 3,967　リレー 351　エントリー数はコロナ禍前の水準を回復した。
世界記録 15，日本記録 41，大会記録 99　など好成績が続いた。
1 日目　ミズノ協賛イベント「星奈津美氏ストレッチ教室」
　　　　開始式：出席理事　岡本理事・尾崎理事・山崎理事・花房会長・吉田専務
　　　　　　　　来賓　　　日本マスターズ水泳協会会長高橋繁浩様
2 日目　出席理事　室田理事・花房会長・吉田専務　
団体表彰　1 位：ティップネス大泉　2 位：宇都宮 MEC　3 位：ルネサンス西国分寺
※来春（2026 年 3 月 14 日（土））は水泳場改修工事影響により 1 日開催となっており募集の方法について実行委員会で検討予定。
※秋季関西大会は本年 9 月 23 日（火・祝）、京都アクアリーナにて開催予定。

　２．検定事業

（1）2024 年度フィットネスクラブ・マネジメント技能検定試験結果について　
　2024 年度フィットネスクラブ・マネジメント技能検定結果

2025年（令和7年）4月14日

第234回 FIA理事会報告

対象級 受検者数 技能士数 合格率
1 級 53 11 21%
2 級 277 63 23%

3 級 1231 609 50%
-77%

合計 1561 683 44%

対象級 受検者数 技能士数 合格率
1 級 758 121 16%
2 級 2500 1073 43%

3 級 12495 6353 51%
-80%

合計 15753 7547 48%
＊ 3 級（　　）内の合格率は社会人合格率
2017 年度～ 2024 年度の累計数
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（2）検定事業収支について　　　
　　 ＊▲ 3,780 千円（2024 年度見込み）
　　 ＊学生受検数減少に伴う対策を要し、2025 年度 CTB 導入等へつなげる。
（3）FCM 活用方法について　　　　　
　　 ＊ FCM 活用の具体イメージを就業者・企業に訴求するためのホームページコンテンツ等。
（4）ご依頼事項　　　　　　　　　　
　　 ＊ 2025 年度技能検定委員推薦依頼の件
　　 ＊各社採用ページへの記載依頼の件
（5）公式テキスト Vol.4 及び過去問解説集完成版を報告した。

2025年（令和7年）4月14日

第234回 FIA理事会報告
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ないので、フィットネス業界について

彼らに教育することが非常に重要です。

私たちは人々がより健康になるのを助

けるためにここにいます。よって選出

された役人は、私たちが有権者や私た

ちが奉仕するコミュニティ全体にもた

らす価値を十分に理解する必要があり

ます。

CBI：より多くの運営者にアドボカシ

ーに参加するよう促すとしたら、どの

ようなメッセージを送りますか。

エリック・シュライマン：ヘルスクラ

ブ運営者としての私たちの活動と選出

された役人の活動には、非常に多くの

人を第一に考える（後編）

CBI：あなたはHFAのアドボカシー

ミッション（問題や課題に対して、提

言や働きかけを行うことで、解決や改

革を目指す活動）の熱心な支持者であ

り 、 全 米 健 康 フ ィ ッ ト ネ ス 連 盟 

(NHFA） の副会長でもあります。ア

ドボカシー（※以下、フィットネスに

関する擁護や支持と訳する）があなた

にとってなぜそれほど重要なのか教え

てください。

エリック・シュライマン：選出された

一般的な役人は“自分たちが知ってい

ない”ということ自体をそもそも知ら

共通点があります。私たちはどちらも

奉仕するコミュニティの管理者である

ため、できる限り最善の方法で公衆に

奉仕することに強い関心を持っていま

す。選出された役人と協力できれば、

双方にメリットがあります。そして、

有権者にとってもメリットが生まれる

のです。選出された役人と関係を築く

ことは双方向に機能します。彼らに業

界について教えるだけでなく、彼らが

どのように働いているかについての洞

察を提供します。同じ言語を話すこと

を学ぶのです。

　選出された役人を招いてクラブを案

内する機会があれば、彼らは喜んでく

2025年（令和7年）4月14日

ここに紹介するトピックスは、
HFAとFIAの提携によりHFAがリリースしたレポートの一部を要約して紹介する、

海外フィットネス関連情報です！

CLUB FITNESS社 CEO 
エリック・シュライマン氏に聞く（後編）

Health & Fitness Association グローバルレポート

前号に引き続き、今回のグローバルレポートも、
1983年に米国のミズーリ州セントルイスで創設された大型のフィットネスクラブであるCLUB FITNESS社のCEO、

エリック・シュライマン氏（Eric Schreimann）に対し、
クラブビジネスインダストリー（CBI）誌がインタビューした記事をお伝えする。

よって、前回の記事にまだ目を通していただいていない方は本記事をお読みいただく前に、
ぜひ前号から読み進めていただきたい。

松村 剛翻訳

「私たちは、健康的なライフスタイルのために他のサービスを提供する専門家と
提携することに全力を注いでいます」
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れます。それは、小規模ビジネスのサ

ポートであれ、人々が健康的な生活を

送れるように支援する取り組みであれ、

彼らがコミュニティで有権者のために

行っていることを共有する機会を与え

てくれます。

CBI：フィットネス業界がヘルスケア

のための連続体の一部として認識され

るところまで来ていると思いますか?

エリック・シュライマン：まだ初期段

階だと思います。ジムの運営者として、

フィットネスが健康とウェルネス全体

にいて果たす役割を促進することが重

要です。もはやトレッドミルとバーベ

ルだけではありません。また、リカバ

リー、ヘルシーな食など、全体的に健

康な体を持つことも重要です。運動が

精神衛生にもたらすメリットについて

も話すことが重要です。私たちは大き

な進歩を遂げてきたと思いますが、一

般の人々や地元の選出の公人に運動が

日常生活にどれほど重要であるかを広

め、啓発し続ける必要があります。

CBI：地元の医療従事者を巻き込むこ

とはされましたか？

エリック・シュライマン：はい、100

％です。私たちのウェブサイトにヘル

ス＆ウェルネスのページを作っている

ところです。GLP-1製剤（文末の注１

参照）を処方する医師たちとも緊密に

連携しています。そのような患者さん

には、クラブ・フィットネスのパーソ

ナルトレーナーと一緒に効果的な運動

方法を学ぶことをお勧めしています。

薬をやめた後は健康的なライフスタイ

ルを続けなければなりませんから、そ

れを持続させるためのツールを提供す

るのです。

　また、セントルイスの胃のバイパス

手術の外科医とも多くの成功を収めて

います。胃のバイパス術を受けた患者

さんは、運動や健康的なライフスタイ

ルの継続の仕方を学ぶ必要があります。

私たちはホルモン療法クリニックと提

携して、運動の重要性に関するメッセ

ージを広めています。

　私たちは、健康的なライフスタイル

のために他のサービスを提供する専門

家と提携することに全力を注いでいま

す。例えば、セントルイスにあるメタ

ボリック・ミールス社とは良好な関係

を築いています。メタボリック・ミー

ルス社はヘルシーで持ち帰りのできる

食事を提供してくれるので、会員は栄

養価の高い食事を利用することができ

ます。さらに、栄養補助食品会社とも

提携しています。私たちは皆、同じ消

費者、いわば同じ会員基盤を共有して

いるので、医師やその他の医療提供者

と協力することは非常に理にかなって

いるのです。

CBI：多くの医師はあなたのメッセー

ジを受け入れてくれますか？

エリック・シュライマン：とても前向

きに受け入れてくれる医師もいれば、

そうでない医師もいます。運動が予防

医療であることを理解している医師も

いますが、まだ過去にとらわれている

医師もいます。私たちはセントルイ

ス・コミュニティの医師たちとのパー

トナーシップの数を増やす努力を続け

ますが、医師たちが安心して患者を

我々に紹介できるように、彼らの信頼

を得なければなりません。

　私たちには、自分たちのやっている

ことを理解しているパーソナルトレー

ナーがいます。私は彼らを信頼してい

ます。医療に携わる人たちは、自分の

クライアントが自分のケアをしてくれ

るヘルスクラブに通っているという安

心感と信頼感を持つ必要があります。

CBI：あなたは最近、障害者スポーツ

協会（DASA）の理事に任命され、

あなたのクラブ会員の一人が2024

年のパラリンピックに出場しました。

障がい者スポーツへのアクセス向上に

関わるようになったきっかけは何です

か？

エリック・シュライマン：車椅子に乗

っているメンバーがいて、彼は私に

LinkedInのメッセージを送ってきまし

た。“あなたのDASAで活動されてい

ることを知りましたが、クラブ・フィ

ットネスには足が使えない私のような

2025年（令和7年）4月14日
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者が循環器系の健康増進に役立つ器具

があまりないんです”と。

　そこで私はこの会員と一緒に、アッ

プライト・ローワーや、上半身の動き

を有酸素運動に利用することのできる

その他の器具を探しました。そしてこ

れらのマシンをいくつか購入し、すべ

てのクラブに設置しました。

　私たちは常に従業員や会員からのフ

ィードバックを求め、私たちがうまく

いっていることや改善できることを確

認し、その情報をビジネスモデルや運

営全体の改善に役立てています。

CBI：クラブでは地域社会での存在感

をどのように高めていますか？

エリック・シュライマン：地域社会と

のつながりは、従業員の関与やフィー

ドバック、そして会員からのフィード

バックなど、ボトムアップから生まれ

ます。私たちは地域社会と深く関わっ

ています。

　例えば都心部の高校 [ジェニングス 

シニア ハイ アンド カレッジ プレッ

プ アカデミー]にトレーニング機器を

寄付するために学校を訪問したのです

が、そのウェイトトレーニングルーム

は改装されたばかりです。施設が老朽

化していることがわかったので、セン

トルイス地域の他の事業主に呼びかけ

て、改装してもらいました。素晴らし

い体験でした。数週間前に開所式が行

われました。

　また、救急隊員向けの PRIMEプロ

グラムも開始しました。このプログラ

ムでは、アカデミーに在籍する警察官

と消防士は、我々のクラブ・フィット

ネスのどの施設でも無料でトレーニン

グできるというものです。

CBI：地域社会からの反応はどうです

か？

エリック・シュライマン：子どもたち

がこの素晴らしいウェイトトレーニン

グルームを持つ高校に行くことは、信

じられないほどやりがいがあります。

最高の気分です。また、私たちは同校

のために奨学金プログラムを始め、2

人の上級生に5,000ドルの奨学金を授

与しています。

　地域の人たちはとても感謝してくれ

ています。私にとって重要なのは、単

に運動のための素晴らしい施設を提供

するだけでなく、4つの壁（注２）を

越えてヘルスクラブがある地域社会と

関わるということだと考えます。私た

ちは、できる限り地域社会に恩返しを

したいと思っています。

CBI：金融業界からフィットネス業界

に入った他の人たちは、人々の生活が

向上するのを見ることに夢中になりま

す。それはあなたの経験ですか？

エリック・シュライマン：100％そう

です。信じられないかもしれませんが、

銀行業界と健康産業には多くの共通点

があります。住宅ローンであれ、新事

業の構築であれ、人々が夢を実現する

手助けをしているわけですから、その

人たちがキャリアで成功するのを目に

することにはやり甲斐がいがあります。

フィットネス業界も同じで、会員や従

業員の生活の質を向上させています。

深いやりがいを感じます。

2025年（令和7年）4月14日

注１：
体内のGLP-1（グルカゴン様ペプチド-1）と同様の
働きをする薬で、血糖値を下げる作用があります。
糖尿病の治療や体重減少に効果が期待できま
す。

注２：
おそらくこの４つの壁とは　１. ブランディング　２. 
パフォーマンス　３. サポート　４. コラボレーション
といったことを指すと推定されます。※FIA検証

筆者
 

Jim Schmaltz（ジム・シュマルツ）
Health & Fitness Business編集長
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2025年３月の報道記事より

ミズノのノンアルビール、
ランナー人気で販売7割増

　ミズノが運動後の需要を狙って開発したノンアルビール「プ
ハー」が売れている。運動後にビールを飲みたい需要をつかん
で販売を伸ばし、2024年度の売り上げは前の年度比で7割増
となった。3月2日には東京マラソンの第18回大会が開催され
る。ランナーの裾野は年々広がっており、用具・用品にとらわれ
ずにスポーツ振興につながる飲料なども展開して、接点を拡大
している。

ミズノの歴史で初めて
「これによってスポーツを続けられる人が増えるならミズノがや
るべきだと思った」。
　プハーの商品開発に携わったグローバル研究開発部の近藤
由佳氏はミズノがノンアルコールビールを開発したきっかけに
ついて、こう振り返る。プハーは22年4月に発売したノンアルの
クラフトビールで、100年を超える同社の歴史で初めて口に入
れる製品だ。
　公式オンラインストアのほか、ミズノが管理・運営する街の
体育館などスポーツ関連施設で販売している。オンラインでは
330ミリリットル瓶を6本セットで販売し、価格は3240円。リ
ピーターが増え、ランナーたちの需要をつかんでいる。

缶タイプ、疲労回復成分なども検討
　好調な販売を受けて、プハーの商品ラインアップの拡充を視
野に入れる。現在は330ミリリットル瓶の1種類のみだが、瓶入
りでは販売できる場所に限りがあるため、缶入りの商品を検討
している。また疲労回復成分などを追加するなど、機能のある
新商品も模索する。
　一般的にアルコール飲料などの利尿作用のある飲み物は水
分補給が必要なスポーツ後には向かないとされる。しかし、ス
ポーツ後の一杯を楽しみにしている人に焦点をあて「飲みたい
けど我慢している状態をひっくり返せれば新しい市場になる可
能性がある」（近藤氏）と開発に乗り出した。

「ホップ」の風味にこだわり
　実は現在の商品の開発段階で、スポーツ用品メーカーが作
るノンアルコールビールとして、プロテインを入れるなど実用的

な機能性を持たせる案も検討していた。ただクラフトビア・ア
ソシエーション（日本地ビール協会）の資格「ビアテイスター」
も持つ近藤氏がこだわったのは味だ。
　特に汗をかいた後においしいと感じられる飲み物をつくるた
め、いくつもサンプルを試飲した。「チームメンバーに走り込み
をしてもらって、ヘトヘトの状態でどれがおいしいかを確かめる
テストを計5回やった」（近藤氏）と話す。飲料やビールの知見
がなかったミズノに協力したのが、地ビール製造の南信州ビー
ル（長野県・駒ケ根市）で、サンプルの製造なども手掛けた。走
った後のおいしさを追求するため「南信州ビールの方にも走っ
てもらった」（近藤氏）という。
　ミズノによると、プハーの購入者はランニング後に飲むのを
目的とした人が多いという。新型コロナウイルス禍では運動不
足解消の機運が高まった。そのトレンドが続き、ここ数年でラ
ンニング人口は大幅に増え、これを追い風にプハーもさらなる
販売拡大を目指している。足元では指定管理施設での認知度
が高まったこともあり「リピーターが増えたことも販売増の大
きな要因だ」（ミズノ）とみている。
　ミズノの24年3月期の連結決算は、純利益が前期比44％
増の143億円、売上高が8％増の2297億円だった。スポーツ
用品は好調だが、企業のユニホームを手掛けるワークビジネス
事業など新たな分野の台頭も進む。ノンアルコールビールはミ
ズノの中でも異色の製品だが、成長の芽となるかもしれない。

（2025年3月1日／日本経済新聞）

（短信）eスポーツ連合が加盟
スポーツ協会の承認団体

　日本スポーツ協会は5日、東京都内で理事会を開き、日本e
スポーツ連合と日本自動車連盟（JAF）が承認団体として加盟
することを認めた。日本パークゴルフ協会の準加盟も決めた。
6月の評議員会を経て正式決定する。
　東京五輪・パラリンピック組織委員会会長を務めた参院議
員の橋本聖子氏に、顧問を委嘱することも承認した。

（2025年3月6日／日本経済新聞）
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秋田の新県立体育館事業者
清水建設代表の連合に

　秋田県は7日、2028年秋の開館をめざす新県立体育館の整
備・運営事業者に清水建設を代表とする企業連合を選んだと
発表した。県は3月下旬に事業者と基本協定を締結し、6月ま
でにPFI（民間資金を活用した社会資本整備）事業の契約を
結ぶ方針だ。
　企業連合は清水建設、村田弘建築設計事務所（秋田市）、
中田建設（同）、セントラルスポーツなど計8社で構成する。3
つの企業連合のなかで、最も低い入札額約325億2300万円
を提示した。設計や建築、運営、地域経済への波及効果など
も加えた総合評価が最も高かった。
　新体育館は現在の県立体育館がある秋田市中心部の八橋
（やばせ）運動公園内に建て替える。PFIの手法を導入し、事
業者は施設の整備から運営まで一体で担う。清水建設を代表
とする企業連合は6030の客席数を備えたアリーナ整備など
を示した。県は当初、新県立体育館の整備と運営を合わせ
254億円の事業費を計上した。しかし採算が見込めないとし
て、24年11月の申請締め切り時点で応札がなかった。このた
め予定価格を約364億円に増額し、県議会の承認を得て同年
12月に事業者を選ぶ入札実施を再公告した。

（2025年3月8日／日本経済新聞）

JR西日本、大阪駅に万博
「カラダ測定ポッド」体験ブース

　JR西日本は、大阪・関西万博の「大阪ヘルスケアパビリオ
ン」に出展する箱形の測定装置「カラダ測定ポッド」の体験ブ
ースを、大阪駅の中央コンコースに開設する。専用アプリに登
録して診断を受けると、健康データを取得して身体年齢を測定
できる。気軽に健康のことを考えられる場を人通りの多いター
ミナル駅に提供し、開幕1カ月を迎えた万博の機運醸成を図
る。
　大阪駅の駅舎を一部改装した、案内係が常駐する専用コー
ナー「DotHealth Osaka（ドットヘルス大阪）」を万博閉幕の
10月13日まで開く。2台設置されたポッドにはタニタやロート
製薬が手がけたカメラや体重計、センサーが配置され、車両製
造やメンテナンスを手掛けるJR西日本テクノスが組み立てた。
パビリオンの公式アプリに個人情報を登録して操作を始める
と45種類のデータを取得し、約6分で身体年齢を計測する。
　大阪駅では、うめきた地下口の改札内にもポッドを2台設置
するほか、新大阪駅や天王寺駅、岸辺駅でもそれぞれポッドを
設置する。JR西とヘルスケアパビリオンの担当者は「自身の健

康へ意識を向けてもらうことで行動変容につなげてほしい」と
し、ターミナル駅の利用客への訴求をめざす。今後、万博期間
中にヘルスケア企業とのコラボイベントも想定するという。

（2025年3月12日／日本経済新聞）

北九州市、企業対抗ボッチャ大会
21日「ビジア小倉」で

　北九州市は12日、IT（情報技術）企業などが入居する新設
オフィスビル「ビジア小倉」で気軽にできるスポーツとして注目
されるボッチャの企業対抗戦を開くと発表した。大会は21日
夕方に同ビルの公開空地で開催する。街中で世代を問わずス
ポーツを楽しむ光景をつくり、誘致企業や市民のつながりを深
める狙いだ。
　日本IBMのグループ会社など同ビルに入居または関連する
11社と市職員が参加し、9チームで競う。1チームは3〜6人で
編成する。記者発表でボッチャのゲームに興じた武内和久市
長は「お金がかからず、けがのリスクもなく、経験がなくても楽
しめる。まずは企業対抗で広がるきっかけをつくりたい」と話
した。
　ボッチャは欧州で開発され、パラリンピックの正式種目に採
用されている。ボールを投げたり転がしたりして得点を競う。大
人から子どもまで楽しめるため、世代を超えて交流が深められ
る魅力がある。1ゲームは5分程度で済む。
　ビジア小倉は北九州市がオフィスビル建設に補助金を出す
再開発事業「コクラ・クロサキリビテーション」の第1号案件と
して24年12月に本格開業した。

（2025年3月12日／日本経済新聞）

国スポ提言
「前向きに受け止める」

　長野市の荻原健司市長は11日の定例記者会見で、10日に日
本スポーツ協会の有識者会議がまとめた国民スポーツ大会
（国スポ）に関する提言案を「前向きに受け止める」と評価し
た。内容について「この方向で進むことで、地域に快く受け入
れられて選手の競技環境が整う良いスポーツ大会になれば」
と期待を寄せた。長野市は2028年に国スポの開催地となる
予定だ。
　一方で通年開催などトップアスリートが出られる環境づくり
に対しては、シーズンが限定される競技では「難しい側面もあ
る」との見解を示した。スキー選手として活躍した経験から
「国内より世界のウインターシーズンの方が長い。国内シーズ
ンにあわせて世界を舞台に戦う選手が出てくる余地は、スキー

業界関連ニュースをイッキ読み！
ダイジェスト版
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においては無かった」と説明した。
　提言案では競技の開催場所を固定する「聖地化」も盛り込
んでいる。市内では中学生向けのスケート全国大会を長年開
催してきた実績があるとして「シニアやトップアスリートを含
め、前向きに聖地化を考えていくことはあると思う」とした。

（2025年3月12日／日本経済新聞）

AOKIHD、「快活CLUB」へ
不正アクセスで再発防止策

　AOKIホールディングス（HD）は、子会社の快活フロンティア
（横浜市）で起きたサーバーへの不正アクセス被害について、
外部機関などの調査が完了したと発表した。攻撃を受けた要
因や漏洩の可能性がある情報の範囲を特定した。既にプログ
ラムの改修や新しいセキュリティー対策ソフトの導入など、一
連の再発防止策を実施したという。
　AOKIHDは1月、複合カフェ「快活CLUB（クラブ）」やフィッ
トネスクラブ「FiT24」の会員情報などが流出した可能性があ
ると発表していた。漏洩の恐れがある個人情報の件数は約
729万件にのぼる。対象者には3月13日までにメールや郵送で
の連絡を進めていた。
　現時点で漏洩の事実や二次被害は確認されていない。
AOKIHDは「今後も外部専門機関との連携のもと、セキュリテ
ィー対策と監視体制の更なる強化を実施し、再発防止に努め
る」としている。

（2025年3月17日／日本経済新聞）

公取委、アニメ制作など45社指導
フリーランス法違反で初、
取引条件や報酬期日巡り

　公正取引委員会は28日、組織に属さず働くフリーランスに
対する取引条件の明示義務などを定めたフリーランス保護法
違反で45社に発注方法の是正など行政指導をしたと発表し
た。行政指導は2024年11月の同法施行以来初めて。法律の
内容を知りながら対応していなかった事業者も多く、公取委は
監視を強めている。
　公取委は今回、フリーランスとの取引が多いアニメーション
制作やゲームソフトウエア、リラクセーション、フィットネスクラ
ブの4業種77社を調査し、半数超の45社で違反や違反が疑
われる行為が見つかった。
確認された問題事例（フィットネスクラブ）

・取引条件の明示義務違反：業務開始後に取引条件を明示

・期日における報酬支払い義務違反のおそれ：報酬の支払
い期日を「請求書受領月の翌月末日」と設定。フィットネ
スクラブがSNSへの動画投稿業務に関し、報酬の支払期
日を業務終了から60日より先になる恐れがある時期に設
定していた。

  フリーランス保護法は業務内容や報酬額など取引条件を
書面やメールで明示し、業務終了後60日以内に報酬を支
払うよう義務付けた。

　1カ月以上の業務委託では不当に低い報酬を設定する買い
たたきや成果物の受領拒否など7つの行為を禁止する。
　公取委フリーランス取引適正化室長は記者会見で「法律が
施行され、対応しないといけないと認識していたが十分にでき
ていなかった事業者が多かった」と話した。
　フリーランス保護法は業務内容や報酬額など取引条件を書
面やメールで明示し、業務終了後60日以内に報酬を支払うよ
う義務付けた。
　1カ月以上の業務委託では不当に低い報酬を設定する買い
たたきや成果物の受領拒否など7つの行為を禁止する。
　総務省就業構造基本調査によると、本業がフリーランスと
いう人は約209万人に上る。ただ、団体や組織に属さないため
立場が弱く、不満があっても泣き寝入りするケースが少なくな
い。公取委が24年10月に発表した実態調査では、67.1%が報
酬額が十分な協議によって決められなかったと回答した。
「内容はよく知らないが、名前は知っている」「知らない」と回
答した発注事業者も54.5％に達し、周知徹底も課題だ。

（2025年3月29日／日本経済新聞）

幼児かけっこ教室、
生徒数3倍
共働き増加で減る外遊び

　幼児の「かけっこスクール」の人気が高まっている。英会話
教室のECC（大阪市）は幼稚園・保育園向けにプログラムを
提供し、瞬発力や走り方を習得させる。子供が外で遊べる機
会が減るなか、かけっこは基礎的な運動能力を鍛えられると親
の支持を集めている。
　レッスンは週1回50分で、1クラスの定員は10人。料金は月
額6600円の授業料と同440円の教室運営費。講師の指導の
もとスキップや片足跳びなどを実践しながら瞬発力を養う。ラ
ダー（はしご）やフープなどの道具を活用し、運動で正しいラン
ニングフォームを身につけてもらう。
　スクールに息子を通わせる親は「走るのが速いと幼稚園や
小学校で子どもが一目置かれる」と成果を実感する。教室のマ
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ネジャーは「子どもが小学校に上がるときに『恥をかかせたく
ない』といったニーズがある」と話す。
　東京でかけっこスクールを運営するクラブには、幼児～中学
生100人が通う。コーチは「どんな運動を子どもにやらせれば
よいかわからないといった親から相談を受けることがある」と
話す。教育熱心な保護者からの申し込みが多いという。
　習い事のポータルサイト「コドモブースター」では走ったり、
マット運動をしたりと体の使い方を総合的に学ぶ習い事教室
への問い合わせが増えている。サイト運営担当者は「子どもが
親と外で運動する機会が減っているなか、何が向いているかわ
からないが体を動かす経験を積ませたいというニーズがある」
と話す。
　厚生労働省によると、20年の共働き世帯は1240万世帯と
10年間で2割増えた。親が公園などで見守る外遊びを子ども
になかなかさせにくくなるなか、運動の基礎を身につけられるよ
うな幼児の習い事需要が高まっている。
　少子化で生徒の確保が難しくなっている幼稚園側にとって
も、習い事の導入は他園との違いを打ち出す要素になる。幼
稚園を運営する大阪府守口市の理事長は「子どもを施設に預
ける時間が長くなり、幼稚園で習い事をやらせたい保護者が
増えている」と実感する。
　習い事の低年齢化が進むなか、基礎的な運動能力を養える
かけっこへのニーズは今後も増えそうだ。

（2025年3月29日／日経MJ）

ティップネス、月3960円からのジム
カフェやエステも

　フィットネスジムを展開するティップネスは、4月に新業態の
ジムを開く。店舗をジムとピラティススタジオ、カフェラウンジ
など3つのエリアに分け、会員種別に応じて利用できるサービ
スを区別する。既存店よりも会費を抑えて運動初心者を取り込
み、ジム以外のサービスも充実し継続率を高めていく。
　1号店として埼玉県草加市の草加駅前に新業態「MiiBA（ミ
ィーバ）」を開く。2023年までプールやジムなどの総合フィッ
トネスのブランド「ティップネス」が入居していたフロアの一部
を改装した。24時間営業で金曜日など一部を除く日中時間帯
はスタッフが常駐する。1時間あたり平均30〜40人程度の利
用を想定する。
　ジムエリアでは、人工知能（AI）を活用し、個々の状態やニ
ーズに合わせた運動メニューを提案するシステムを導入した。
来館頻度や動作スピードなどをもとに、最適な運動負荷や時
間を提案する。トレーニングマシンは同社の24時間ジムの倍

程度になる20種類ほどを用意した。
　ミィーバは会員種別を4つに分け、ジムとカフェラウンジやセ
ルフエステなどの「プレミアムエリア」を利用できる「スタンダ
ード」会員は月額4950円。ジムエリアのみの「ジム」会員は
3960円と、同社が展開する24時間ジムの半分程度に抑え
た。3つのエリア全てを利用できる「ピラティス」会員は7700
円と9900円の2種類。
　運動するきっかけを探している30歳前後の男女が主なター
ゲット。コスパを重視し必要最低限のサービスを取捨選択す
る消費行動を特徴としていることから、それぞれのニーズを踏
まえて利用できるサービスを選べるようにした。「安くていいも
のを選ぶ賢い消費者行動に対応するため、不必要なものには
お金を払わない設計にした」（同社）
　フィットネス業界では、RIZAPグループの低価格ジム
「chocoZAP（チョコザップ）」や、米国発の24時間ジム「エニ
タイムフィットネス」などが勢力を拡大している。新型コロナウ
イルス禍や物価高の影響もあり、ティップネスでは会員数の伸
びが鈍化傾向にある。消費者のライフスタイルに応じて選べる
よう、様々なメニューを用意することで、新規会員の獲得につ
なげる。気軽に運動を始めるきっかけを作りつつ、利用を継続
しやすくする狙いがある。
　ティップネスはミィーバの出店目標数を現時点では設定して
いないが、地域の特性に応じてサービスを検討しながら、複数
店舗の展開をめざす。まずは幅広い客層の利用が見込める草
加に1号店を出店し、利用動向などを分析する。今後は郊外に
加えて、都心部や商業施設内への出店も検討する。

（2025年3月30日／日経MJ）
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